
現
物
税
に
つ
い
て

1
「
ネ
ッ
プ
」
成
立
の
一
試
論
1

梶

ーノ

申イ

一

【
要
約
】
　
一
二
年
三
月
の
第
一
〇
圓
ロ
シ
ア
共
産
党
大
会
で
、
割
当
徴
発
か
ら
現
物
税
へ
の
交
替
が
決
議
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
藏
ち
に
「
ネ
ッ
プ
」

の
成
立
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
当
方
の
現
物
税
構
想
と
は
、
国
家
は
税
に
よ
っ
て
割
当
徴
発
よ
り
少
な
い
農
産
物
を
調
達
し
、
一
方

税
完
納
後
の
余
剰
を
「
商
品
交
換
」
に
組
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
こ
れ
は
、
未
来
へ
の
貨
幣
な
し
交
換
を
指
向
し
て
い
た
。
更
に

「
商
品
交
換
」
が
増
大
す
る
に
応
じ
て
、
現
物
税
は
縮
思
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
税
の
実
施
の
際
に
農
民
に
認
め
ら
れ
た
地
方
的
自
由
帯
場
は

拡
大
し
、
余
裂
は
「
商
品
交
換
」
で
な
く
自
由
市
場
に
流
れ
た
。
こ
う
し
て
一
二
年
春
の
現
物
税
構
想
の
失
敗
が
明
ら
か
と
な
っ
た
同
年
秋
に
、
商
品
1
1

貨
幣
関
係
と
市
場
経
済
を
基
礎
と
し
た
「
ネ
ッ
プ
」
の
枠
組
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
現
物
税
は
そ
れ
以
後
強
化
さ
れ
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
二
〇
年
末
か
ら
二
一
年
末
の
ほ
ぼ
一
年
の
連
続
し
た
流
れ
の
中
で
「
ネ
ッ
プ
」
の
成
立
を
捉
え
よ
う
と
試
み
た
。
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は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ソ
連
史
学
に
と
っ
て
、
一
九
五
六
年
の
第
二
〇
回
ソ
連
共
産
党
大
会
後
は
「
転
換
期
、
個
人
崇
拝
か
ら
の
解
放
の
時
期
」
で
あ
り
、
新
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

政
策
（
所
謂
ネ
ッ
プ
）
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
注
浴
す
べ
き
研
究
が
六
〇
年
代
を
中
心
に
し
て
出
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
第
一
〇
回
ロ
シ

ア
共
産
党
大
会
（
一
二
年
三
月
）
を
境
と
し
て
そ
れ
以
前
の
所
謂
「
戦
時
共
産
主
義
」
政
策
と
ネ
ッ
プ
を
、
戦
争
と
荒
廃
で
余
儀
な
ぐ
さ
れ
た
軍
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事
腸
経
済
政
策
と
、
真
の
社
会
主
義
経
済
政
策
と
の
対
立
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
テ
ー
ゼ
は
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
で
　
6
1



　
③
あ
る
。
（
以
下
、
断
り
の
な
い
限
り
党
と
は
ロ
シ
ア
共
産
党
を
指
す
。
）

　
第
一
〇
回
党
大
会
で
割
当
徴
発
か
ら
現
物
税
へ
の
交
替
が
決
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
こ
の
決
議
の
意
味
す
る
も
の
を
明
ら
か
に
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。

　
一
二
年
四
月
、
レ
ー
ニ
ン
は
食
糧
税
に
つ
い
て
の
報
告
の
中
で
「
食
糧
税
と
は
、
我
々
が
過
去
か
ら
の
あ
る
も
の
も
、
未
来
か
ら
の
あ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
も
そ
の
中
に
見
る
よ
う
な
措
置
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
こ
こ
で
の
「
過
去
か
ら
の
あ
る
も
の
」
と
は
、
国
家
が
無
償
で
農
民
か
ら
微
記
す
る

税
で
あ
り
「
未
来
か
ら
の
あ
る
も
の
」
と
は
「
国
家
権
力
の
食
糧
機
関
を
通
じ
て
の
、
労
働
者
と
農
民
の
協
同
組
合
を
通
じ
て
の
大
規
模
な
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

会
主
義
工
業
の
生
産
物
と
農
民
経
営
の
生
産
物
と
の
交
換
」
即
ち
「
商
品
交
換
」
を
意
味
し
て
い
た
。

　
税
完
納
後
に
残
る
農
民
の
余
剰
は
そ
の
自
由
な
処
分
に
委
ね
ら
れ
た
が
、
こ
の
余
剰
を
国
家
と
の
「
商
品
交
換
」
に
組
織
し
、
私
的
商
人
の

介
入
を
最
少
限
に
抑
え
な
が
ら
、
社
会
主
義
的
交
換
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
二
一
年
春
の
現
物
税
実
施
は
こ
の
よ
う
な
構
想
と

一
体
と
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
社
会
主
義
的
交
換
形
態
に
つ
い
て
は
、
既
に
内
戦
末
の
貨
幣
価
値
の
急
激
な
低
下
と
現
物
経
済
へ
の
移
行
と
い
う
情
況
の
中
で
、
レ
コ
ニ
ン

に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
た
。
　
「
貨
幣
か
ら
貨
幣
な
し
生
産
物
交
換
へ
の
移
行
は
議
論
の
余
地
は
な
い
。
こ
の
移
行
を
成
功
裡
に
完
遂
す
る
た
め

　
ヘ
　
　
へ
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
た
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ

に
生
産
物
交
換
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
商
品
交
換
で
は
な
い
）
。
当
分
我
々
は
商
品
交
換
を
実
施
す
る
能
力
、
即
ち
農
民
に
工
業
生
産

　
　
　
　
　
ね
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

物
を
与
え
る
能
力
が
な
い
、
そ
の
間
農
畏
は
商
学
（
従
っ
て
貨
幣
）
流
通
の
痕
跡
の
下
に
、
そ
の
代
用
品
の
下
に
留
ま
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

　
　
　
③

れ
て
い
る
。
」
と
二
〇
年
＝
月
三
〇
日
付
の
覚
書
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
。
　
こ
こ
で
は
社
会
主
義
的
交
換
形
態
の
移
行
と
し
て
、
貨
幣
交
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

↓
商
品
交
換
↓
生
産
物
交
換
臆
貨
幣
な
し
交
換
へ
の
移
行
が
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
定
式
を
受
継
い
で
、
第
一
〇
回
党
大
会
で
採
択
さ
れ
た
現
物
税
は
二
重
の
役
割
を
帯
び
て
い
た
。
　
一
つ
は
、
以
前
の
割
当
徴
発
に
替
わ

り
農
産
物
を
調
達
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
税
完
納
後
に
残
る
余
剰
に
対
し
「
商
品
交
換
」
を
組
織
す
る
こ
と
に
よ
り
未
来
の
「
生
産
物
交

換
」
へ
の
移
行
を
準
備
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
当
時
の
現
物
税
の
構
想
で
あ
っ
た
。
更
に
、
漸
次
農
産
物
調
達
と
い
う
機
能
は
、
現
物
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税
か
ら
「
商
品
交
換
」
に
移
る
も
の
と
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
従
っ
て
、
一
＝
年
五
月
党
協
議
会
で
商
業
の
あ
ら
ゆ
る
制
限
が
廃
止
さ
れ
た
、
と
す
る
⑧
・
B
・
ゲ
ソ
キ
ナ
の
主
張
は
正
し
く
な
い
。
実
際
、

五
月
党
協
議
会
で
は
「
商
品
交
換
」
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
H
・
B
・
ベ
ー
ル
ヒ
ソ
は
、
内
戦
期
の
自
然
発
生
的
物
々
交
換
と
「
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

品
交
換
」
を
混
同
し
て
い
る
。
3
・
ア
ト
ラ
ス
は
「
商
品
交
換
」
を
ネ
ッ
プ
へ
の
激
し
い
転
換
を
緩
和
す
る
た
め
の
独
特
な
措
置
で
あ
り
、
貨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

幣
関
係
の
混
乱
と
現
物
交
換
の
下
で
余
儀
な
く
さ
れ
た
措
置
で
あ
る
、
と
誤
解
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
誤
謬
は
過
渡
的
措
置
と
し
て
の
現
物
税
構
想
と
、
そ
の
実
施
過
程
に
於
け
る
乖
離
を
非
歴
史
的
に
整
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
に

起
困
し
て
い
る
。

　
従
っ
て
、
ネ
ッ
プ
の
成
立
を
考
察
す
る
際
に
、
二
一
年
春
に
採
ら
れ
た
現
物
税
構
想
と
、
同
年
末
に
確
立
さ
れ
た
ネ
ッ
プ
の
基
本
路
線
と
の

問
に
、
一
定
の
、
し
か
も
重
大
な
相
違
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
ネ
ッ
プ
の
基
本
原
理
で
あ
る
商
品
一
－
貨
幣
関
係
の
利
用
は
、

現
物
税
構
想
が
崩
れ
た
秋
以
後
政
策
と
し
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
。

　
即
ち
、
①
こ
れ
ま
で
の
農
業
－
食
糧
政
策
が
一
定
の
修
正
を
蒙
っ
た
二
〇
年
末
の
第
八
回
全
ロ
シ
ア
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
〔
以
下
、
八
・
ソ
大
会
。

以
下
の
大
会
も
こ
の
表
記
に
準
ず
る
〕
か
ら
、
ネ
ッ
プ
の
基
本
方
針
が
確
立
さ
れ
た
二
一
年
末
ま
で
を
、
一
連
の
流
れ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
、

②
そ
の
中
で
次
第
に
消
滅
す
る
は
ず
の
現
物
税
が
固
定
化
さ
れ
、
結
局
は
均
衡
予
算
制
度
（
こ
れ
は
現
物
税
構
想
の
失
敗
の
結
果
復
活
し
た
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
へ

贔
銚
貨
幣
関
係
の
下
で
は
必
要
な
も
の
で
あ
る
）
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
過
程
、
現
物
税
構
想
か
ら
貨
幣
交
換
へ
の
逆
転
の
過
程
の
中
で
ネ
ッ

プ
の
成
立
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
が
ホ
稿
で
、
に
シ
ア
経
済
の
多
ウ
ク
ラ
ー
ド
の
中
で
共
産
党
の
農
業
政
策
、
特
に
そ
の
一
部
で
し
か
な
い
現
物
税
の
み
を
考
察
す
る
と

い
う
限
界
を
感
じ
つ
つ
も
、
ネ
ッ
プ
の
成
立
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
所
以
で
あ
る
。

　
①
　
ゆ
．
＝
●
知
壁
叢
。
。
コ
曽
O
o
同
δ
ロ
コ
｝
瞬
田
。
栖
誉
。
弓
【
＝
＝
剛
簑
9
霧
。
霞
鵠
器
懐
窪
一
議
嗣
｛
o
↓
o
O
員
　
　
　
　
　
霞
0
8
＆
長
①
q
器
■
ヨ
こ
お
謡
「
ρ
お
b
。
璽

　
　
8
器
需
【
（
o
召
M
も
①
。
誤
差
当
国
ρ
じ
d
輯
箏
＝
や
。
曾
窪
甑
江
差
で
き
奪
苫
ぎ
で
碁
8
切
禽
－
　
　
　
②
　
と
り
わ
け
一
九
六
四
i
六
五
年
に
か
け
て
雑
誌
《
己
σ
o
老
。
量
Ψ
口
宣
。
雲
◎
（
以
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下
《
ロ
コ
鵠
》
）
の
中
で
、
六
六
一
六
八
年
に
か
け
て
雑
誌
《
じ
ロ
。
碧
。
。
瓢
＝
自
。
詞
華
嗣
く
コ
∩
O
》

　
（
以
下
《
ロ
g
叢
く
》
）
の
中
で
ネ
ッ
プ
に
関
す
る
論
文
が
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
出
さ
れ
た

　
こ
と
は
、
ソ
連
史
学
界
に
於
け
る
当
時
の
関
心
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

③
例
外
と
し
て
第
八
回
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
（
一
一
〇
年
＝
一
月
）
で
一
定
の
政
策
の
変

　
更
を
認
め
よ
う
と
す
る
い
く
つ
か
の
視
角
が
見
ら
れ
る
が
、
第
一
〇
回
党
大
会
と

　
関
連
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
　
（
9
幽
…
ω
■
切
。
「
⑦
羨
莞
ρ
瓢
ゆ
需
話
h
8
彰
5
㊤
o
【
8
『
0

　
3
。
着
巷
q
器
栄
ぎ
じ
。
o
口
臭
。
き
薫
器
∩
【
（
o
腕
ご
6
毫
闘
↓
＝
M
（
Φ
（
お
b
。
緊
ド
Φ
b
。
b
。
y
該
．
篇
㊤
黛
℃

　
ρ
刈
P
鋭
〉
。
≧
胃
【
o
≡
ヌ
○
巻
。
き
鵠
。
≡
‘
①
o
【
（
琵
　
℃
麟
釜
臼
×
　
類
9
窪
。
智
。
↓

　
．
．
巴
①
臣
σ
3
容
7
ヨ
旨
器
7
替
、
、
州
（
ぎ
じ
5
0
陣
Φ
同
8
き
棄
‘
①
o
岩
欝
＝
o
嚢
↓
莫
ρ
《
じ
σ
寂
閂
（
y

　
累
。
・
ω
層
6
①
8
ρ
の
。
。
・
刈
b
。
‘
）

④
u
口
■
嘗
蓼
臣
押
部
。
葭
。
㊦
8
9
p
臣
。
8
話
。
甲
邑
ご
凱
占
。
器
楽
円
■
轟
ρ
H
お

　
（
以
下
＝
8
）

⑤
　
↓
撃
凶
巣
ρ

⑥
特
に
断
り
が
な
け
れ
ば
本
稿
で
は
「
商
品
交
換
」
な
る
術
語
は
こ
の
よ
う
な
概

一
　
第
八
圓
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会

　
念
の
粋
内
で
用
い
ら
れ
る
。

⑦
　
例
え
ば
一
八
年
七
月
一
日
か
ら
二
一
年
一
月
一
日
ま
で
の
ル
ー
ブ
リ
の
購
買
力

　
は
一
八
八
分
の
一
に
低
下
し
た
。
（
＝
o
ぎ
鞍
国
o
o
岩
舘
剛
8
↓
嗣
護
Φ
突
。
帥
輿
。
き
棄
深
＝

　
6
0
0
個
β
ど
三
‘
H
曾
9
ρ
ω
漣
．
（
以
下
冨
8
0
）
）

⑧
コ
O
ρ
β
登
高
ρ
B
I
b
。
ω
■

⑨
「
商
品
交
換
」
と
「
生
産
物
交
換
」
の
区
別
は
必
ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
レ

　
ー
ニ
ソ
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
』
窪
景
雲
轟
。
α
o
乱
国
巽
”
目
×
戸
ρ
ω
c
。
㊤
・
口
O
O
・

　
↓
。
お
層
ρ
b
。
♂
9
参
照
。

⑩
ω
』
㍉
。
甲
蓉
塾
し
く
じ
・
。
・
箸
蔓
。
曇
霞
胃
開
§
；
q
。
畠
。
じ
・
・
甲
自
二
蕾
。
詠
輿
霊
9

　
叢
【
お
葵
。
瞥
コ
。
碧
ヨ
蓉
剛
「
《
し
ご
箪
く
y
翼
。
ど
H
8
N
ρ
①
卜
。
ふ
ω
．

⑪
冨
』
巳
望
薯
葺
エ
突
0
8
や
ぴ
H
①
じ
コ
。
暑
。
鶏
§
ぎ
℃
尉
δ
り
や
各
自
田
畠
。
詠
貫
。
瓢
霞
〒

　
器
葵
。
捧
口
。
農
震
剛
ハ
唱
剛
ロ
」
O
O
O
勺
い
《
口
づ
鴬
y
客
。
ω
い
お
①
押

⑫
ω
じ
習
奏
ρ
寡
舅
↓
o
や
咽
三
℃
凶
ω
田
田
話
8
し
・
嵩
8
曾
霊
9
莞
Ψ
畏
k
り
8
0
h
o
ン
＝
一

　
碧
申
し
。
器
詩
お
↑
Q
。
1
お
㌶
弓
”
《
じ
σ
o
弓
。
量
ω
只
§
薯
奏
一
》
属
o
ρ
這
日
ρ

　
内
戦
に
よ
る
影
響
の
み
な
ら
ず
、
食
糧
割
当
徴
発
に
よ
っ
て
農
民
は
生
産
意
欲
を
失
な
い
、
農
業
生
産
は
減
少
し
続
け
た
。
ソ
連
邦
全
体
で

の
穀
物
総
収
穫
は
一
九
一
六
／
一
七
年
度
の
三
四
億
七
三
一
七
言
プ
ー
ド
か
ら
、
二
〇
／
二
一
年
度
に
は
二
〇
億
八
二
六
〇
万
プ
ー
ド
に
ま
で

　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

減
少
し
た
。
農
民
経
営
は
自
給
的
傾
向
を
強
め
、
と
り
わ
け
工
芸
用
作
物
の
生
産
は
激
減
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
増
大
し
続
け
る
割
当
徴
発
は
、
し
ば
し
ば
農
民
の
消
費
を
無
視
し
て
行
な
わ
れ
た
。
レ
ー
ニ
ン
は
、
余
剰
の
み
な
ら
ず
穀

物
が
洗
い
ざ
ら
い
収
奪
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
温
習
の
訴
え
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
地
方
の
混
乱
は
食
糧
活
動
家
に
名
を
借
り
た
反
革
命
家
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ち
の
仕
業
で
あ
る
と
し
て
、
彼
ら
と
の
断
固
た
る
闘
争
を
指
示
し
た
。
二
〇
年
九
月
一
五
日
付
で
労
働
国
防
会
議
は
、
食
糧
部
隊
の
質
的
改
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
『
指
令
』
を
決
議
し
た
。
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現物税について（梶州）

　
二
〇
年
末
の
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
論
文
で
「
多
く
の
農
民
は
割
当
徴
発
の
行
き
過
ぎ
の
問
題
、
地
方
で
の
濫
用
と
い
う
事
実
に
関
心
を
抱
い
て
い

る
・
だ
が
…
原
書
体
の
否
定
に
な
・
て
い
な
輸
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
・
共
産
党
中
央
で
は
割
当
徴
発
に
対
す
る
農
民
の
不
満
は

そ
の
行
き
過
ぎ
に
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
廃
止
は
ま
だ
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　
当
時
の
最
重
要
問
題
は
農
業
生
産
力
向
上
の
措
置
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
農
民
経
営
へ
の
国
家
規
制
の
主
張
と
農
業
生

産
に
刺
戟
を
与
え
よ
う
と
す
る
主
張
と
の
対
立
が
あ
っ
た
。

　
二
〇
専
属
…
冬
の
間
、
党
中
央
で
は
播
種
の
強
制
的
計
画
を
作
成
し
、
こ
の
目
的
で
地
方
に
特
別
組
織
－
播
種
委
員
会
を
設
置
す
る
と
い
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

国
家
規
制
の
方
針
が
支
持
を
得
て
い
た
。
既
に
ト
ゥ
ー
ラ
県
で
は
一
九
年
三
月
に
、
県
執
行
委
員
会
の
提
案
に
よ
り
播
種
委
員
会
が
設
置
さ
れ

　
　
⑧

て
い
た
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
地
方
で
は
完
全
播
種
が
義
務
付
け
ら
れ
、
播
種
を
行
な
わ
な
い
土
地
は
没
収
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
八
・
ソ
大
会
で
採
択
さ
れ
た
法
案
『
農
民
経
済
の
強
化
と
発
展
に
つ
い
て
』
の
骨
子
は
、
強
制
播
種
と
そ
れ
に
対
す
る

報
償
日
プ
レ
ミ
ア
ム
制
に
あ
っ
た
。
但
し
、
当
時
の
情
況
の
下
で
力
点
が
前
者
に
置
か
れ
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
大
会
の
コ
ム
ニ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

・
フ
ラ
ク
は
一
旦
プ
レ
ミ
ア
ム
制
の
条
項
に
反
対
し
た
が
、
中
央
委
員
会
総
会
の
特
別
決
議
に
よ
り
、
前
の
決
定
を
翻
し
、
こ
の
条
項
は
条
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

付
き
で
挿
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
強
制
播
種
と
は
、
播
種
委
員
会
の
指
導
の
下
で
「
国
家
計
画
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
土
地
面
積
へ
の
播
種
を

国
家
的
義
務
」
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
農
村
共
同
体
、
村
ソ
ヴ
ェ
ト
、
郷
執
行
委
員
会
の
責
任
の
下
で
種
子
の
割
当
徴
発
と
再
分
配
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

行
な
う
こ
と
を
意
味
し
た
。
プ
レ
ミ
ア
ム
欄
と
は
、
播
種
計
画
と
土
地
改
良
に
優
れ
た
成
果
を
挙
げ
た
共
同
体
と
各
経
営
世
帯
に
対
し
奨
励
の

目
的
で
、
㈲
生
産
用
具
と
消
費
物
資
を
優
先
的
に
供
給
し
、
㈲
経
営
に
残
る
余
剰
の
割
合
を
増
や
し
、
㈹
そ
の
他
の
控
除
を
認
め
る
こ
と
を
意

　
　
⑬

味
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
共
産
党
指
導
部
は
国
家
規
制
と
プ
レ
ミ
ア
ム
翻
に
よ
っ
て
農
業
生
産
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
て
い
た
。
　
一
方
、
国
家
規
欄
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

反
対
し
、
経
済
的
刺
戟
を
求
め
る
声
も
共
産
党
内
外
に
あ
っ
た
。

　
共
産
党
以
外
の
諸
党
派
代
表
は
八
・
ソ
大
会
で
一
斉
に
強
制
的
農
業
政
策
を
非
難
し
た
。
彼
ら
の
論
理
は
国
家
規
制
の
下
で
の
プ
レ
ミ
ア
ム
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制
は
経
済
的
刺
戟
と
し
て
不
充
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
一
致
し
て
い
た
。
社
会
民
主
党
代
表
ダ
ソ
は
、
農
業
生
産
向
上
の
措
置
と
し
て
「
商

品
交
換
と
一
般
的
経
済
取
引
し
を
、
エ
ス
エ
ル
代
表
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
は
「
畑
の
播
種
及
び
都
市
と
工
業
中
央
部
の
消
費
の
た
め
の
必
要
充
分
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

一
定
の
税
の
確
立
」
を
認
め
る
よ
う
要
求
し
た
。
社
会
民
主
党
の
ダ
ー
リ
ン
は
、
農
民
の
持
つ
余
剰
を
自
由
に
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
内

と
述
べ
た
。
　
「
商
業
の
自
由
だ
。
」
と
の
野
次
に
対
し
、
彼
は
「
商
業
の
自
由
で
は
な
い
。
単
に
広
汎
な
大
衆
の
側
か
ら
だ
け
で
な
く
、
　
ソ
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

エ
ト
食
糧
政
策
の
著
名
な
活
動
家
た
ち
の
側
か
ら
も
、
と
り
わ
け
南
部
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
」
と
反
論
し
た
。

　
と
も
あ
れ
大
会
代
議
員
が
等
し
く
持
っ
て
い
た
農
業
生
産
の
低
下
に
対
す
る
危
機
意
識
は
法
案
の
採
択
に
よ
り
克
服
さ
れ
た
か
に
見
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

だ
が
（
こ
の
農
業
路
線
を
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
強
化
と
し
て
捉
え
る
の
は
一
面
的
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
従
来
の
食
糧
調
達
政
策
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

農
業
政
策
が
初
め
て
生
産
的
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
プ
レ
ミ
ア
ム
制
の
導
入
で
あ
る
。
し
か
し
、
昂
揚
し
つ
つ
あ
る
農

民
反
乱
に
眼
を
向
け
る
時
、
農
民
の
不
満
を
緩
和
し
、
生
産
意
欲
を
高
め
る
更
に
新
た
な
措
置
が
探
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
八
・
ソ
大
会
の
直
後
に
レ
ー
ニ
ン
は
『
経
済
建
設
の
任
務
に
関
す
る
覚
書
』
の
中
で
「
農
民
へ
の
対
応
”
税
＋
プ
レ
ミ
ア
ム
」
と
書
い
た
。

こ
れ
は
現
物
税
構
想
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
一
方
、
農
業
の
国
家
規
制
に
反
対
し
て
い
た
ス
ト
ゥ
ル
ミ
ー
リ
ソ
は
、
二
一
年
一
月
の
論
文
で
、

農
民
へ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
具
体
的
に
展
開
し
た
。
　
「
も
し
多
く
を
播
種
す
る
な
ら
、
翼
に
と
っ
て
そ
れ
だ
け
良
い
こ
と
で
あ
る
。
徴
収
の
余
り

は
、
向
上
し
た
労
働
力
と
引
換
え
に
、
君
の
絶
対
的
プ
レ
ミ
ア
ム
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
食
糧
人
民
委
員
部
は
分
配
さ
れ
る
工
業
製
品
の
商
品

フ
ォ
ン
ド
を
農
民
へ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
と
し
て
、
又
必
要
な
ら
ば
農
村
と
の
商
品
交
換
制
度
で
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
「
そ
の
よ
う
な
商

品
交
換
は
決
し
て
我
々
を
脅
や
か
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
…
…
徴
発
の
遂
行
後
農
民
に
残
る
収
穫
の
余
剰
の
自
由
な
処
分
を
農
民
に
委
ね
る
こ
と

　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、

が
重
要
で
あ
る
。
」
1
と
。
　
こ
の
論
文
の
徴
発
と
い
う
語
を
税
に
置
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
ニ
ケ
月
後
に
採
択
さ
れ
る
現
物
税
の
布
告
と

同
じ
内
容
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

①
　
∩
9
℃
巽
謙
∩
毒
霞
自
至
¢
o
剛
（
覇
8
⑦
奮
玉
詠
8
6
9
0
亀
ρ
ρ
℃
．
ド
㊤
ド
G
。
占
露
ω
吻

三
‘
H
㊤
b
。
蒔
”
ρ
劇
G
。
ρ

②
　
例
え
ば
一
九
年
の
播
種
面
積
を
一
七
年
と
比
べ
れ
ば
ラ
イ
麦
は
六
・
七
パ
ー
セ

　
ン
ト
の
減
少
に
対
し
、
亜
麻
．
麻
は
各
々
三
二
と
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
で
あ
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現物税について（梶川）

　
つ
た
。
　
（
0
5
0
∩
7
7
δ
詩
曽
r
。
℃
0
9
三
圃
Ω
三
崎
O
♂
8
h
8
じ
5
曾
8
…
0
6
窪
O
弓
冨
曾
竃
㊦
∩
蚤
隷

　
o
ゴ
⑦
」
該
二
同
露
押
ρ
匿
G
。
顧
（
以
下
≦
一
一
雷
①
鐸
8
c
・
。
門
自
）
）

③
　
徴
発
対
象
地
域
が
徐
々
に
拡
大
さ
れ
た
の
で
単
純
な
比
較
は
出
来
な
い
が
、
そ

　
れ
で
も
調
達
量
は
一
八
／
一
九
年
度
の
約
～
億
八
○
○
万
プ
ー
ド
か
ら
二
〇
／
二

　
一
年
度
は
約
二
億
九
〇
〇
〇
万
プ
ー
ド
に
増
大
し
た
。
　
（
《
自
冨
・
。
き
y
ω
O
尉
＝
o
塁

　
H
8
同
門
．
）

④
　
コ
∩
ρ
↓
．
紹
噛
ρ
器
．

⑤
δ
9
幽
〈
「
9
℃
護
（
剛
8
切
噛
翻
℃
自
8
0
き
。
話
の
＝
【
肖
器
。
召
雲
霞
じ
5
8
登
弓
e
琵
塁
Ω
（
o
詐

　
切
。
量
ぴ
＝
＝
n
｝
δ
o
壱
各
国
。
噛
ご
≡
三
三
。
景
口
争
層
ヨ
こ
お
認
「
p
謹
。
。
。

⑥
《
口
評
し
・
岩
γ
8
き
ま
冨
お
憩
O
「
9

⑦
δ
■
〉
噂
コ
8
美
8
層
閑
℃
o
拷
量
ス
＝
ω
昌
躍
8
国
爲
Ω
6
㊦
ξ
①
。
誤
塁
∩
ヨ
p
セ
r

　
一
〇
①
8
ρ
b
o
呂
一
峯
．
b
Q
嵩
，

⑧
第
八
回
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
の
H
・
オ
シ
ソ
ス
キ
ー
の
報
告
（
≦
＝
。
ゴ
①
錯
8
零
↓
o
切
匂

　
ρ
一
海
Q
Q
■
）
。
ポ
リ
ャ
コ
ー
フ
は
こ
〇
年
三
月
中
旬
と
し
て
い
る
が
典
拠
は
不
明
（
δ
。

　
〉
■
コ
8
美
8
嘲
望
塁
ω
9
0
2
‘
o
．
b
。
ド
。
。
．
）
。

⑨
法
案
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
は
＝
O
ρ
ゴ
島
層
ρ
ω
ミ
・
①
’
塑
「
①
美
嗣
【
岩
■

　
『
o
∩
養
巷
。
ヨ
⑦
撃
茎
拷
曽
㊥
』
蓬
。
∩
ぎ
¢
口
．
野
並
＝
自
説
じ
・
一
㊤
b
⊃
同
1
一
露
ω
；
層
セ
r

　
お
①
ρ
ρ
α
ρ
δ
■
〉
■
嵩
雪
美
。
し
・
噛
ざ
8
ω
噂
8
鵡
こ
p
器
野
参
昭
酬
。

⑩
口
∩
ρ
臼
．
誌
b
。
』
宴
7
【
．
ρ
臨
餅

＠
　
コ
ム
ニ
ス
ト
・
フ
ラ
ク
の
提
案
に
よ
り
、
独
立
世
帯
経
営
に
対
す
る
プ
レ
ミ
ア

　
ム
は
共
同
体
と
集
団
経
営
に
比
べ
て
第
二
の
地
位
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
些
か
も

二
現
物
税
の
成
立

　

一
　
税
草
案
の
作
成

（八
・
ソ
大
会
で
こ
の
路
線
が
採
択
さ
れ
た
理
由
は
以
下
で
あ
ろ
う
。

　
ク
ラ
ー
ク
的
や
り
方
を
採
用
す
る
こ
と
な
し
に
経
済
的
成
果
を
挙
げ
た
経
営
に
対

　
し
て
の
み
プ
レ
ミ
ア
ム
を
与
え
る
、
と
の
条
件
が
註
釈
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
。

　
（
≦
一
口
。
げ
。
銘
8
器
お
戸
ρ
H
㊤
①
し

⑫
こ
れ
に
つ
い
て
、
石
井
規
衛
「
「
ネ
ッ
プ
」
初
期
研
究
」
『
史
学
雑
誌
』
第
八
六

　
編
、
第
一
二
号
、
昭
和
五
二
年
が
詳
し
い
。

⑬
≦
＝
。
げ
①
墨
8
じ
・
①
↓
o
g
ρ
国
①
。
。
る
ド

⑭
例
え
ば
同
大
会
で
の
レ
ー
ニ
ン
、
農
業
人
民
委
員
テ
ォ
ド
ロ
ー
ヴ
ッ
チ
の
発
言

　
を
見
よ
。
（
↓
帥
＝
　
渓
⑦
「
　
O
．
　
告
口
．
　
H
b
o
Q
Q
一
㈹
刈
．
）

⑮
　
例
え
ば
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
や
ス
ト
ゥ
ル
ミ
…
リ
ソ
の
論
文
（
《
ω
内
9
δ
葺
諮
o
o
否
冶

　
豪
＝
ω
臣
》
ω
0
9
（
旨
9
鵠
闘
［
H
①
ぎ
a
冨
H
露
0
7
（
以
下
《
①
．
〉
界
》
）
）

⑯
≦
｛
H
雷
①
豊
8
零
8
炉
ρ
念
－
舞
ミ
ム
㊤
■

⑰
彼
は
又
、
プ
レ
ミ
ア
ム
は
「
あ
ら
ゆ
る
農
民
の
均
等
化
を
諸
君
が
否
定
す
る
こ

　
と
を
意
味
す
る
」
と
皮
肉
を
浴
せ
た
。
（
↓
譲
葵
ρ
o
．
お
。
。
あ
ε

⑱
例
え
ば
δ
・
鋭
コ
雪
美
。
ロ
・
望
蓋
ω
・
8
f
ρ
b
。
鱒
α
・
尼
州
創
二
「
ネ
ッ
プ
へ
の

　
転
換
局
面
」
　
『
史
林
』
第
五
入
食
第
二
号
、
　
一
九
七
五
年
、
　
一
〇
七
頁
。

⑲
ポ
リ
ャ
コ
ー
プ
は
、
大
会
以
前
の
亜
麻
、
麻
、
棉
花
栽
培
に
対
す
る
プ
レ
ミ
ア

　
ム
を
定
め
た
布
告
を
示
し
法
案
の
プ
レ
ミ
ア
ム
調
の
意
義
を
過
少
評
価
さ
せ
よ
う

　
と
し
て
い
る
（
δ
・
〉
■
口
。
』
美
。
㌍
《
じ
ロ
ニ
y
累
0
8
お
①
♪
ρ
卜
。
ω
．
）
。
し
か
し
こ
れ

　
ら
の
措
概
は
政
策
全
体
に
係
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

⑳
口
∩
ρ
↓
．
轟
ρ
ω
。
。
N

⑳
窃
．
と
（
》
鼠
馨
田
ヨ
お
い
。
飾
弓
凸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

①
内
戦
の
終
結
に
伴
な
う
楽
観
的
情
況
、
②
割
当
徴
発
に
対
す
る
農
罠
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②

の
不
満
の
過
少
評
価
、
⑧
自
由
取
引
に
対
す
る
危
機
感
（
ナ
シ
ン
ス
キ
ー
は
八
・
ソ
大
会
で
、
食
糧
税
を
実
施
す
る
な
ら
「
商
品
フ
ォ
ン
ド
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
い
の
で
」
余
剰
は
私
的
商
業
に
流
れ
、
　
「
如
何
な
る
国
家
調
達
も
増
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
の
理
由
で
自
由
取
引
に
反
対
し
て
い
る
）
。

　
し
か
し
、
一
＝
年
に
な
る
と
燃
料
、
運
輸
、
食
糧
の
状
態
が
急
激
に
悪
化
し
た
。
二
一
年
二
月
二
〇
日
ま
で
に
割
当
徴
発
は
五
九
・
七
。
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

セ
ン
ト
を
完
了
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
割
当
徴
発
に
対
す
る
農
民
の
不
満
は
農
民
反
乱
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
た
。
反
乱
は
中
央
穀
物
地
帯
、
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
、
西
シ
ベ
リ
ア
、
北

ヵ
フ
カ
ー
ス
に
ま
で
広
が
り
、
』
二
年
に
は
ロ
シ
ア
共
和
国
の
中
央
部
は
、
ド
ニ
エ
プ
ル
の
マ
ブ
ノ
か
ら
、
ヴ
ォ
ル
ガ
の
ア
ソ
ト
ー
ノ
ブ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
二
大
農
民
反
乱
に
よ
っ
て
殆
ん
ど
円
環
状
に
包
囲
さ
れ
て
い
た
。

　
一
月
一
二
日
、
党
中
央
委
員
会
で
農
民
の
気
分
に
関
す
る
聞
題
が
審
議
さ
れ
「
農
民
の
状
態
を
急
速
に
緩
和
す
る
」
委
員
会
と
「
匪
賊
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
軍
事
的
撲
滅
」
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
こ
こ
に
於
い
て
、
上
述
の
①
、
②
の
理
由
は
存
在
し
な
く
な
っ
た
。
即
ち
、
新
た
な
農
民
へ
の
対
応
策
が
必
要
と
な
っ
た
。

　
二
月
四
日
、
モ
ス
ク
ワ
拡
大
金
属
工
協
議
会
で
レ
ー
ニ
ン
は
「
現
在
我
々
は
一
三
県
で
割
当
徴
発
を
完
全
に
中
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
こ

　
　
　
　
⑧

と
を
表
明
し
、
未
来
へ
の
転
換
を
予
測
さ
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
こ
の
直
後
二
月
八
日
、
レ
ー
ニ
ン
は
現
物
税
布
告
の
基
礎
プ
ラ
ン
と
な
る
『
予
備
的
草
稿
』
を
執
筆
し
た
。
こ
の
『
革
稿
』
に
基
づ
く
布
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

草
案
作
成
の
た
め
の
特
別
委
員
会
が
創
ら
れ
、
三
月
七
日
最
終
草
案
が
中
央
委
員
会
で
承
認
さ
れ
、
第
一
〇
灘
党
大
会
に
提
出
さ
れ
る
。

　
レ
ー
ニ
ン
の
『
草
稿
』
と
は
別
に
、
モ
ス
ク
ワ
県
食
糧
コ
ミ
サ
ー
ル
・
ソ
ロ
ー
キ
ン
と
モ
ス
ク
ワ
県
農
業
部
長
・
ロ
ー
ゴ
フ
の
論
文
「
割
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

徴
発
か
税
か
」
が
二
月
一
七
日
と
二
六
日
の
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
に
載
せ
ら
れ
た
。
　
一
七
日
の
論
文
で
は
、
農
罠
に
生
産
意
欲
を
与
え
る
た
め
割
当

徴
発
を
現
物
税
に
替
え
る
こ
と
、
二
六
日
の
論
文
で
は
、
税
額
を
前
年
度
の
穀
物
徴
発
予
定
量
の
四
億
二
三
〇
〇
万
プ
ー
ド
か
ら
約
三
論
プ
ー

ド
に
縮
少
す
る
よ
う
主
張
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
は
レ
ー
ニ
ン
の
『
草
稿
』
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
七
日
の
論
文
で
、
税
の
他
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

食
糧
、
原
料
、
飼
料
を
国
家
が
確
保
す
る
た
め
、
税
完
納
後
に
残
る
余
剰
を
商
品
交
換
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
と
し
た
点
は
、
　
一
日
一
四
臼
付
の
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現物税について（梶川）

ス
ト
ゥ
ル
ミ
ー
リ
ソ
論
文
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
『
草
稿
』
を
超
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
税
と
は
本
来
、
国
家
が
無
償
で
徴
収
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
農
産
の
不
満
を
緩
和
す
る
た
め
に
は
現
物
税
の
規
模
は
割
当
徴
発
に
比
べ
て

縮
少
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
国
家
が
一
定
量
の
農
産
物
を
必
要
と
す
る
以
上
、
国
家
は
農
民
の
余
剰
か
ら
そ
の
不
足
分
を
調
達
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
更
に
そ
れ
は
強
制
で
な
く
、
資
本
主
義
的
商
業
に
よ
っ
て
で
な
く
、
生
産
的
刺
戟
を
与
え
る
プ
レ
ミ
ア
ム
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
現
物
税
実
施
の
際
の
最
大
の
問
題
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。

　
二
一
年
二
月
二
日
、
シ
ベ
リ
ア
革
命
委
員
会
メ
ン
バ
ー
・
ソ
コ
ロ
ー
フ
は
レ
；
ニ
ソ
と
会
見
し
、
シ
ベ
リ
ア
で
の
食
糧
政
策
と
し
て
、
余
剰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
商
晶
交
換
、
又
は
プ
レ
ミ
ア
ム
で
国
家
へ
自
発
的
に
引
渡
す
こ
と
を
認
め
る
よ
う
提
案
し
た
。
こ
の
会
談
は
『
草
稿
』
に
大
き
な
影
響
を
与

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
『
草
稿
』
の
中
で
は
、
余
剰
に
つ
い
て
「
地
方
的
経
済
取
引
内
で
…
…
利
用
す
る
自
由
を
拡
大
す
る
」
と
書
か

れ
て
い
る
だ
け
で
、
最
終
草
案
の
中
で
も
、
余
剰
は
「
工
業
生
産
物
と
農
産
物
と
の
交
換
の
た
め
農
民
が
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
交
換
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

地
方
的
経
済
取
引
の
範
囲
内
で
認
め
ら
れ
る
」
と
、
依
然
と
し
て
暖
昧
な
規
定
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
交
換
に
つ
い
て
、
レ
ー
ニ
ン
は
既
に
二
〇
年
二
月
に
貨
幣
交
換
か
ら
「
商
品
交
換
」
へ
の
方
針
を
立
て
て
お
り
、
八
・
ソ
大
会
で
の
共
産

党
以
外
の
党
派
の
主
張
を
別
に
し
て
も
、
ス
ト
ゥ
ル
ミ
ー
リ
ン
、
ソ
ロ
ー
キ
ン
と
ロ
ー
ゴ
フ
は
論
文
で
、
ソ
コ
ロ
ー
フ
は
レ
ー
ニ
ン
と
の
会
談

の
中
で
、
各
々
「
商
品
交
換
」
の
必
要
を
述
べ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
墨
香
ま
だ
「
商
晶
交
換
」
を
具
体
化
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

た
。
当
時
の
破
減
的
な
工
業
状
態
は
商
品
フ
ォ
ソ
ド
を
与
え
る
能
力
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）

　
三
月
前
半
に
執
筆
さ
れ
た
党
大
会
『
演
説
プ
ラ
ン
』
の
中
で
レ
ー
ニ
ン
は
「
ど
こ
で
商
品
を
手
に
入
れ
る
の
か
P
依
公
債
…
・
⑯
イ
ギ
リ
ス
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ア
メ
リ
カ
と
の
通
商
条
約
ω
利
権
」
と
書
い
て
、
商
品
フ
ォ
ソ
ド
の
獲
得
に
対
し
国
際
情
勢
の
改
善
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
た
。
既
に
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

月
二
八
日
、
外
国
か
ら
の
食
糧
と
必
需
物
資
買
付
の
た
め
の
金
ル
ー
ブ
リ
支
出
に
つ
い
て
の
条
例
が
出
さ
れ
て
い
た
。
第
一
〇
回
党
大
会
で
レ

ー
ニ
ン
は
、
我
が
経
済
状
態
は
国
際
的
規
模
で
著
し
く
改
善
さ
れ
た
の
で
商
品
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
国
際
情
勢
の
改
善
と
い
う
未
確
定
要
素
に
期
待
を
か
け
「
商
品
交
換
」
が
実
施
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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⇒
新
食
糧
政
策

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
第
一
〇
回
党
大
会
で
の
現
物
税
に
つ
い
て
の
審
議
に
於
け
る
最
大
の
問
題
は
取
引
の
自
由
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
自
由
商
業
へ
の
危
惧
は
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

内
で
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
「
小
農
民
が
経
営
を
拡
大
し
、
播
種
面
積
を
増
大
さ
せ
る
よ
う
、
多
く
の
刺
戟
を
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

え
る
」
た
め
に
、
小
農
民
に
余
剰
農
産
物
の
地
方
的
取
引
が
認
め
ら
れ
た
。

　
党
大
会
で
草
案
が
採
択
さ
れ
た
翌
三
月
一
六
日
に
、
中
央
執
行
委
員
会
幹
部
会
は
現
物
税
に
関
す
る
提
案
を
承
認
し
、
三
月
号
〇
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
か
る
べ
き
法
令
の
基
本
条
項
を
作
成
す
る
た
め
、
特
別
委
員
会
が
創
ら
れ
た
。
三
月
～
八
臼
の
中
央
委
員
会
で
、
特
別
委
．
員
会
か
ら
の
補
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

提
案
が
法
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
三
月
二
〇
日
夜
、
中
央
執
行
委
員
会
で
現
物
税
の
報
告
が
行
な
わ
れ
、
法
案
は
修
正
な
し
で
翌
二
一
日
の
同

幹
部
会
で
可
決
さ
れ
、
二
三
日
に
布
告
と
し
て
公
表
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
党
大
会
『
決
議
』
に
比
べ
、
一
＝
日
付
『
布
告
』
は
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
割
当
徴
発
よ
り
少
な
い
税
額
が
、
経
営
内
の
収
穫
、
口
数
、
家

畜
を
規
準
と
し
、
累
進
税
率
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
点
、
極
貧
農
は
現
物
税
の
い
く
つ
か
を
免
除
さ
れ
、
生
産
力
を
高
め
た
勤
労
農
民
経
営
に

は
特
典
が
与
え
ら
れ
る
点
は
『
決
議
』
　
『
布
告
』
と
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
『
決
議
』
に
規
定
さ
れ
た
、
以
前
の
割
当
徴
発
と
同
じ
徴
収
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

際
の
農
村
共
同
体
に
対
す
る
連
帯
保
証
綱
は
『
布
告
』
で
廃
止
さ
れ
た
。
『
布
告
』
で
は
「
税
遂
行
に
関
す
る
責
任
は
各
独
立
経
営
に
負
わ
せ
」

ら
れ
た
。
こ
の
規
定
に
よ
り
個
別
農
民
経
営
の
経
済
活
動
の
発
展
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
税
完
納
後
に
残
る
余
剰
に
つ
い
て
、
『
布
告
』

の
中
で
は
「
交
換
は
協
同
組
合
組
織
を
通
じ
て
、
並
び
に
市
場
と
バ
ザ
ー
ル
で
」
の
字
句
が
追
加
さ
れ
「
地
方
的
経
済
取
引
の
範
囲
内
で
認
め

ら
れ
る
」
と
さ
れ
た
。

　
以
上
が
現
物
税
実
施
の
基
本
方
方
針
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
時
期
に
於
い
て
現
物
税
の
実
施
は
①
八
・
ソ
大
会
の
路
線
の
延
長
と
し
て
、
②
こ
れ
が
暫
定
的
措
置
と
し
て
見
倣
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
①
に
つ
い
て
、
三
月
二
〇
日
の
中
央
執
行
委
員
会
で
、
カ
リ
ー
ニ
ソ
は
現
物
税
が
「
新
し
い
時
代
を
開
く
で
あ
ろ
う
」
と
認
め
た
後
「
第
八
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現物税について（梶川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

回
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
で
新
路
線
の
第
一
歩
が
認
め
ら
れ
て
い
た
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
生
産
意
欲
を
高
め
る
目
的
で
導
入
さ
れ
た
現
物
税
が
、
八
・

ソ
大
会
の
プ
レ
ミ
ア
ム
欄
の
延
長
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
ス
ヴ
ィ
ヂ
ェ
ル
ス
キ
ー
は
、
八
・
ソ
大
会
を
食
糧
税
の
た
め
の
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

済
的
基
盤
と
見
散
し
、
こ
れ
を
「
新
食
糧
政
策
」
と
名
付
け
た
。

　
②
に
つ
い
て
、
工
業
の
復
興
と
外
国
商
品
の
輸
入
に
よ
り
国
家
が
商
品
フ
ォ
ソ
ド
を
確
保
す
る
に
応
じ
て
、
農
産
物
は
「
商
品
交
換
」
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

っ
て
調
達
さ
れ
、
そ
の
時
に
は
現
物
税
は
消
滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
レ
ー
ニ
ン
は
五
月
党
協
議
会
で
こ
の
将
来
の
措
置
を
「
農
民
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

都
市
と
工
業
の
生
産
物
と
の
交
換
以
外
に
生
産
物
を
提
供
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
な
…
…
翻
度
」
と
呼
ん
だ
。

　
現
物
税
の
減
少
は
「
商
品
交
換
」
の
拡
大
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
だ
が
「
商
品
交
換
」
が
崩
れ
、
二
一
年
末
に
は
現
物
税

の
み
が
国
家
調
達
の
有
効
な
手
段
と
な
っ
た
時
、
税
が
強
化
さ
れ
る
の
を
見
る
で
あ
ろ
う
。

①
　
例
え
ば
工
業
に
つ
い
て
の
ル
イ
コ
フ
の
報
告
（
く
田
∩
♂
①
ω
員
8
・
コ
霞
。
・
」
輸
ρ
㊤
卜
。
■

　
㊤
ε
。

②
大
会
で
農
民
反
乱
に
つ
い
て
何
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

③
≦
＝
o
び
Φ
貫
8
零
弓
。
。
コ
嘲
ρ
四
日
？
ミ
■

④
¢
．
切
辱
門
。
巽
窓
p
り
。
。
葦
ロ
℃
臼
閃
窪
窪
旨
器
自
雪
白
。
自
7
…
…
冒
ρ
o
。
Q
。
・

⑤
　
農
晟
反
乱
全
般
に
関
し
て
写
訟
■
↓
窟
曾
9
δ
P
開
き
∩
6
ぴ
＝
二
（
き
0
8
じ
目
銘
軌
。
℃
び
9

　
国
∩
∩
O
で
6
・
霧
竪
琴
器
翠
（
一
㊤
b
o
ド
ー
日
㊤
N
ω
　
り
「
。
）
．
タ
ド
層
b
こ
お
α
四
丁

⑥
↓
⇔
7
＝
宍
ρ
ρ
さ
。
G
。
ド

⑦
理
由
③
に
つ
い
て
は
宋
解
決
の
ま
ま
「
商
品
交
換
」
．
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

　
る
。

⑧
コ
O
ρ
↓
．
爵
噂
ρ
ω
O
刈
I
O
G
。
■

⑨
　
『
草
稿
』
は
、
徴
発
に
比
べ
て
規
模
の
小
さ
な
税
を
プ
レ
ミ
ア
ム
と
し
て
実
施

　
す
る
こ
と
、
税
完
納
後
の
余
剰
を
地
方
的
経
済
取
引
内
で
自
由
に
利
用
す
る
権
利

　
を
農
民
に
与
え
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
た
。
（
ロ
O
ρ
↓
・
阻
止
。
層
ρ
ω
ω
ω
・
）

⑩
；
コ
O
ρ
↓
．
O
b
。
噌
ρ
G
。
餅
草
案
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
に
つ
い
て
荒
田
洋
「
食
糧
税
へ

　
の
移
行
」
門
脇
…
彰
∴
撹
田
籍
編
『
過
渡
期
経
済
の
研
究
』
日
本
評
論
社
、
昭
和
五

　
〇
年
、
四
〇
一
四
四
頁
参
照
。

⑭
　
こ
の
論
文
の
掲
載
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
コ
∩
ρ
↓
9
認
■
弓
【
ま
・
ρ
G
Φ
禽
・

⑫
《
自
竃
畏
ロ
y
嵩
二
卜
。
Φ
合
窃
冨
自
目
H
⑩
b
⊃
曲
り
．
レ
ー
ニ
ン
は
こ
の
論
文
を
高
く
評

　
価
し
た
。
（
瓢
∩
O
嚇
　
弓
’
　
蒔
悼
層
　
O
。
　
ω
①
Q
◎
・
）

⑬
①
』
．
「
。
美
咽
墓
、
切
d
．
＝
．
愚
蒙
嗣
崖
鵠
需
℃
ゆ
×
蓋
開
＝
8
0
障
Φ
一
8
＝
9
ヨ
器
6
【
8
臨

　
＝
窪
藩
奏
ρ
《
o
口
寓
y
堵
。
伊
お
Φ
企
ρ
H
メ
こ
の
会
談
で
レ
ー
ニ
ン
は
こ
れ
ら
提

　
案
が
シ
ベ
リ
ア
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
、
と
ソ
コ
ロ

　
ー
フ
は
圓
識
し
て
い
る
。
　
（
｝
潤
◆
門
。
聾
§
o
じ
コ
嚇
戸
写
諭
k
＝
美
。
弓
。
層
ゆ
．
罫
謡
窪
【
田

　
頃
巻
。
自
ぴ
差
畠
ρ
三
‘
這
刈
①
噛
ρ
匡
じ

⑭
9
塑
づ
①
巽
叢
p
8
。
葦
p
。
唱
。
畠
⑦
臣
譲
溶
遷
2
臣
。
。
↓
ぴ
…
…
閣
。
◆
。
。
ρ

⑮
翻
∩
ρ
ジ
お
”
ρ
ω
ω
ら
。
．

⑯
』
Φ
霞
ぎ
塁
噛
岬
。
α
。
冨
三
（
曽
8
×
〆
ρ
の
G
。
噺
ゲ
ソ
キ
ナ
は
「
地
方
的
経
済
取
引
」

　
と
い
う
定
式
は
ツ
ユ
ル
ー
バ
の
起
草
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
典
拠
を
二
一
年
一
二

　
月
の
党
協
議
会
で
の
カ
ー
メ
ネ
フ
の
発
言
に
求
め
て
い
る
。
　
（
9
切
コ
「
弓
ゆ
霞
塁
P
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男
o
o
着
電
9
し
。
Φ
塁
生
気
。
韓
。
』
距
。
自
ぴ
…
…
”
ρ
曾
．
）
だ
が
カ
…
メ
ネ
フ
は
、
ッ
ユ

　
ル
ー
バ
が
春
に
は
県
を
越
え
な
い
地
方
的
取
引
を
擁
護
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た

　
だ
け
で
、
ツ
ユ
ル
ー
バ
が
起
草
者
で
あ
る
と
直
接
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
　
（
じ
口
8
－

　
℃
Q
o
o
三
寄
閑
器
穴
。
昌
Φ
℃
o
躍
晋
鵠
響
〈
瓢
（
q
）
脚
即
。
自
曾
①
国
7
、
堵
。
ド
層
三
こ
δ
曽
讐
ρ

　
嵩
’
（
以
下
×
＝
（
o
昌
昌
窪
ξ
諮
）
）

⑰
レ
ー
ニ
ン
は
党
大
会
開
会
日
、
ツ
ユ
ル
㍉
ハ
に
手
紙
を
出
し
、
取
引
に
つ
い
て

　
定
式
を
見
つ
け
て
欲
し
い
と
書
い
て
い
る
。
（
「
門
O
O
隔
　
8
’
　
窃
卜
⊃
噛
　
O
●
　
Φ
H
－
O
b
Ω
9
）

⑯
　
入
・
ソ
大
会
で
採
ら
れ
た
理
由
③
も
こ
れ
に
係
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
結
論
的

　
に
言
う
な
ら
ぼ
、
こ
の
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
が
後
の
「
商
品
交

　
換
」
を
失
敗
さ
せ
た
。
だ
が
未
解
決
の
ま
ま
で
も
「
商
品
交
換
」
を
実
施
せ
ね
ば

　
な
ら
な
い
程
、
情
勢
が
遍
迫
し
て
い
た
と
も
言
え
る
。

⑲
　
こ
こ
で
は
現
物
税
は
「
全
政
治
的
意
義
1
1
農
民
（
小
ブ
ル
）
反
叢
・
命
の
問
題
」

　
と
さ
れ
、
緊
張
の
関
心
は
要
語
反
乱
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
（
二
の
ρ
P
蒔
ω
・
ρ

　
ω
『
じ

⑳
↓
婁
罠
ρ
ρ
ω
鐸

⑳
　
二
一
年
三
月
イ
ギ
リ
ス
と
商
業
協
定
が
、
五
月
一
六
日
に
は
ド
イ
ツ
と
暫
定
商

　
業
協
定
が
結
ば
れ
る
。
八
月
二
〇
段
に
は
ア
メ
リ
カ
救
済
局
レ
男
｝
と
飢
麟
援
助

　
協
定
が
結
ば
れ
る
。

＠
　
O
o
9
ロ
｝
ヨ
o
k
器
圃
§
お
自
修
醐
＝
宕
9
0
冨
〉
鯛
｛
窪
｝
団
坐
国
9
謬
弓
。
【
難
く
℃
Φ
自
ぴ
頴
＝
突
0
3

　
コ
霊
雪
港
き
自
郭
7
r
μ
㊤
N
鮒
賭
。
同
ρ
。
↓
．
呂
ド
。
（
以
下
O
鉾
）

⑬
　
員
0
2
琶
詠
。
器
畏
コ
〈
コ
（
α
）
旧
6
↓
o
｝
δ
弓
谷
噌
一
甫
。
§
誹
。
霊
。
ゴ
窓
二
お
①
ρ
ρ
ざ
．

　
（
以
下
×
き
。
錯
ウ

⑳
　
現
物
税
の
審
議
に
つ
い
て
、
中
井
和
夫
「
戦
時
共
産
主
義
か
ら
ネ
ッ
プ
へ
」
『
経

　
済
評
論
睡
日
本
評
論
社
、
一
九
七
五
年
、
一
一
月
号
、
尼
川
前
掲
論
文
参
照
。

働
　
例
え
ば
ソ
ス
ノ
フ
ス
キ
ー
は
自
由
商
業
に
つ
い
て
「
小
ブ
ル
的
自
然
発
生
性
は
、

　
ヂ
ェ
ユ
ー
キ
ソ
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
が
合
わ
さ
っ
た
よ
り
大
き
な
危
険
で
あ
る
」
と

　
述
べ
た
。
　
（
×
o
び
。
ω
旗
噛
ρ
刈
G
◎
↑
）

⑯
　
詳
ン
＝
剛
β
o
．
痒
。
。
．

⑳
　
三
月
一
六
日
中
央
委
員
会
幹
部
会
に
よ
り
、
ミ
リ
ュ
ー
チ
ン
、
ツ
ユ
ル
ー
バ
、

　
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
、
レ
ジ
ャ
ヴ
ァ
、
マ
ヌ
イ
リ
ス
キ
ー
か
ら
成
る
委
員

　
会
が
、
一
八
日
に
政
治
局
に
よ
リ
カ
ー
メ
ネ
フ
、
ミ
リ
ェ
ー
チ
ン
、
ツ
ユ
ル
ー
バ
、

　
レ
ジ
ャ
ヴ
ァ
、
オ
シ
ン
ス
キ
ー
か
ら
成
る
委
員
会
が
創
ら
れ
た
。
　
（
口
層
面
9
3
き
肖

　
戸
①
畠
ぎ
蹄
切
。
①
℃
o
o
監
突
。
尚
仲
春
冨
曾
唱
①
養
塁
隅
棚
臼
（
α
）
層
ヨ
・
レ
8
ω
”
皇
嗣
ま
■
ρ
一
〇
ω
Q

　
（
以
下
×
津
和
Φ
需
蛋
刷
凶
菖
）

⑱
　
ミ
リ
ュ
ー
チ
ン
の
報
告
に
拠
れ
ば
カ
ー
メ
ネ
フ
委
員
会
の
提
案
が
中
央
委
員
会

　
に
出
さ
れ
た
。
（
×
閑
。
手
描
①
唱
。
画
塾
箪
P
δ
し
ゲ
ン
キ
ナ
は
こ
の
委
員
〔
会
に
触
れ
て

　
い
な
い
。
（
薄
切
．
『
窪
塁
即
富
腎
づ
o
o
着
帥
需
↓
葉
隠
雷
馨
勇
φ
誹
工
。
身
ぴ
…
…
噂
φ
お
。
。
9
）

⑳
↓
・
。
7
ご
夙
ρ
ρ
δ
り
」
占
く
。
①
。
。
遷
b
ご
8
唱
。
∩
。
監
突
禽
。
煽
窪
唱
舘
臣
。
6
二
。
8
苧

　
碧
寡
⑦
』
ぴ
二
〇
弓
。
ズ
。
霞
笥
の
↓
笛
く
旨
8
も
。
ぴ
蒔
踏
…
o
↓
Φ
鵠
。
「
承
合
階
詔
の
貧
三
二
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。

⑧
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瓢
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＠
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噛
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o
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三
現
物
税
の
実
施

現物税について（梶川）

↓
初
年
度
の
実
施

　
（
　
三
月
二
一
日
付
の
『
布
告
』
で
は
原
則
的
方
針
が
規
定
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
個
々
の
農
産
物
に
対
す
る
実
施
規
定
は
各
々
の
布

告
・
条
例
に
よ
り
遂
次
定
め
ら
れ
た
。

　
三
月
二
八
日
付
布
告
に
よ
り
、
共
和
国
内
の
前
年
度
の
穀
物
割
当
微
発
予
定
量
四
億
二
三
〇
〇
万
プ
ー
ド
に
替
わ
り
、
一
＝
／
二
二
年
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

穀
物
税
は
、
平
年
収
穫
で
二
尊
四
〇
〇
〇
万
プ
ー
ド
を
超
え
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。
次
い
で
よ
う
や
く
四
月
二
一
日
付
の
布
告
で
、
穀
物
、
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ヤ
ガ
イ
モ
、
油
性
種
子
の
税
規
準
と
税
額
が
定
め
ら
れ
た
。
各
世
帯
毎
の
口
数
当
り
の
耕
地
面
積
と
収
穫
率
が
課
税
規
準
と
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
そ
の
後
、
現
物
税
の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
全
部
で
＝
二
の
農
産
物
が
課
税
対
象
と
な
っ
た
。

　
五
月
の
党
協
議
会
と
中
央
執
行
委
員
会
で
の
ス
ヴ
ィ
ヂ
ェ
ル
ス
キ
ー
の
報
告
を
中
心
に
徴
税
制
度
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

　
税
の
規
準
に
つ
い
て
は
、
肉
と
乳
産
物
の
税
認
定
の
際
に
の
み
家
畜
が
含
ま
れ
、
計
算
が
繁
雑
に
な
る
と
い
う
理
由
で
そ
の
他
の
税
は
、
耕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

地
面
積
、
収
穫
率
、
口
数
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
。
収
穫
率
は
、
人
民
委
員
会
議
の
指
令
書
で
定
め
ら
れ
た
法
的
基
準
内
で
、
県
執
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
統
計
資
料
に
基
づ
き
確
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
徴
税
機
関
と
し
て
食
糧
人
民
委
員
部
の
下
に
、
県
食
糧
委
員
会
－
郡
食
糧
委
員
会
一
調
達
事
務
所
。
・
弩
湾
。
碍
。
冨
一
実
監
督
官
一
郷
執
行
委

員
会
・
村
ソ
ヴ
ェ
ト
が
設
定
さ
れ
、
監
督
官
は
郷
執
行
委
員
会
と
村
ソ
ヴ
ェ
ト
の
徴
税
活
動
を
監
督
す
る
の
を
一
つ
の
任
務
と
し
た
。
こ
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

級
監
督
官
の
下
に
、
村
を
巡
回
す
る
下
級
監
督
富
が
い
た
。

　
徴
税
手
続
は
以
下
で
あ
っ
た
。
ま
ず
食
糧
人
民
委
員
部
の
指
示
に
従
い
、
県
食
糧
委
員
会
は
税
確
定
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
蒐
集
す
る
よ

う
郷
執
行
委
員
会
と
村
ソ
ヴ
ェ
ト
に
指
令
を
出
す
。
村
ソ
ヴ
ェ
ト
は
こ
れ
に
よ
り
所
謂
予
備
戸
籍
名
簿
悶
0
8
り
お
貯
雷
①
自
窪
窪
を
作
成
す
る
。

こ
の
名
簿
に
は
経
営
主
の
名
前
、
経
営
内
の
耕
地
量
、
家
族
数
、
税
の
種
類
、
そ
れ
に
対
す
る
課
税
規
準
が
記
入
さ
れ
る
。
こ
の
名
簿
に
よ
り
、
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⑦

下
級
監
督
官
は
各
支
払
人
に
対
す
る
税
を
箪
漏
す
る
。
課
税
額
の
確
定
に
関
与
す
る
支
払
人
グ
ル
ー
プ
毎
の
代
表
の
暑
名
を
付
け
、
三
部
の
名

簿
が
郷
執
行
委
員
会
に
提
出
さ
れ
る
。
郷
執
行
委
員
会
は
上
級
監
督
官
の
参
加
の
下
で
名
簿
を
点
検
し
、
誤
ち
を
正
す
。
そ
の
名
簿
に
上
級
監

督
富
と
郷
執
行
委
員
会
議
長
が
署
名
す
る
。
こ
こ
で
名
田
は
公
的
税
文
書
と
な
り
、
こ
の
名
簿
の
数
字
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
。
三
部
の
名
簿
の

う
ち
、
一
部
は
村
ソ
ヴ
ェ
ト
に
返
送
さ
れ
、
一
部
は
郷
執
行
委
員
会
、
一
部
は
調
達
事
務
所
に
出
さ
れ
る
。
又
、
上
級
監
督
官
の
作
成
す
る
郷

報
告
書
は
郡
食
糧
委
員
会
、
県
食
糧
委
員
会
、
食
糧
人
民
委
員
部
へ
と
順
次
送
ら
れ
点
検
が
行
な
わ
れ
る
。
課
税
の
数
字
が
間
違
っ
て
い
た
り

不
当
に
重
い
場
合
は
、
名
簿
作
成
後
一
週
間
以
内
に
上
級
監
督
官
を
通
じ
て
控
訴
す
る
権
利
が
支
払
人
に
認
め
ら
れ
た
。
税
の
引
渡
し
は
調
達

事
務
所
で
行
な
わ
れ
る
。
例
外
と
し
て
、
村
が
調
達
事
務
所
か
ら
離
れ
て
お
り
村
に
消
費
組
合
小
売
店
目
○
巷
。
α
腎
。
悪
貨
雷
鼠
母
系
又
は
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

費
組
合
が
あ
る
場
合
に
の
み
、
そ
こ
へ
の
納
入
が
認
め
ら
れ
た
。

　
納
税
穀
物
の
品
質
に
つ
い
て
も
厳
格
な
基
準
が
定
め
ら
れ
た
。
納
入
の
際
一
軸
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
の
籾
殻
付
穀
物
国
Φ
日
呂
震
轟
岩
Φ
O
及
び

一
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
の
湿
気
を
帯
び
た
穀
物
の
混
入
は
認
め
ら
れ
る
が
、
基
準
を
超
え
た
粗
悪
な
品
質
の
穀
物
は
没
収
さ
れ
、
引
渡
人
は
懲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

罰
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
た
。
同
様
な
基
準
が
そ
の
他
の
農
産
物
に
も
定
め
ら
れ
た
。

　
税
未
納
者
に
対
す
る
措
置
と
し
て
は
、
調
達
事
務
所
長
は
未
納
者
名
簿
の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
、
県
と
郡
の
食
糧
コ
ミ
サ
ー
ル
に
は
各
々

二
週
間
と
一
週
間
の
期
間
、
税
未
納
者
を
拘
留
し
、
税
延
滞
料
目
塗
鶏
。
ゆ
舘
昌
。
雪
を
課
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
た
。
延
滞
料
は
納
付
す
べ
き

量
の
ほ
ぼ
五
分
の
一
で
、
こ
れ
ら
の
措
置
に
も
拘
ら
ず
税
を
支
払
わ
な
い
者
は
革
命
裁
判
所
に
引
渡
さ
れ
る
、
と
さ
れ
た
。
又
、
．
未
納
者
の
多

い
地
区
で
は
特
別
賞
食
糧
会
議
自
Φ
壁
織
舘
田
甑
Φ
国
碧
。
り
。
宰
同
①
買
取
○
輻
。
ヒ
⇔
o
§
Q
田
。
団
員
匿
o
o
o
8
国
麟
が
設
置
さ
れ
、
県
と
郡
の
食
糧
コ
ミ
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ル
に
、
税
の
支
払
わ
れ
な
い
間
一
時
的
に
地
方
取
引
市
揚
を
閉
鎖
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
徴
税
を
円
滑
に
行
な
う
に
は
、
国
家
的
強
制
と
食
糧
機
関
の
強
化
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
即

ち
、
地
方
の
農
民
反
乱
は
食
糧
機
関
を
著
し
く
弱
体
化
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
多
数
の
食
糧
活
動
家
を
殺
害
し
た
。
従
っ
て
徴
税
は
割
当
徴
発

以
上
に
困
難
が
予
測
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ス
ヴ
ィ
ヂ
ェ
ル
ス
キ
ー
は
「
税
は
支
払
人
が
負
う
べ
き
賦
課
で
あ
る
以
上
、
国
家
的
強
制
な
し
の
税
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現物税について（梶用）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
受
取
り
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
ろ
う
。
税
制
度
の
実
施
は
強
制
の
原
理
で
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
主
張
し
た
。
レ
ー
ニ
ン
は
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

応
え
て
、
我
が
国
の
よ
う
な
情
況
の
下
で
は
強
制
を
伴
な
う
食
糧
独
裁
が
二
重
に
も
三
重
に
も
必
要
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
五
月
初
め
に
食
糧
割
当
徴
発
は
廃
止
さ
れ
、
六
月
頃
か
ら
現
物
税
に
関
す
る
大
衆
宣
伝
活
動
が
行
な
わ
れ
た
。
地
方
で
は
七
月
中
旬
頃
に
徴

　
　
　
　
　
　
　
⑭

税
の
準
備
が
始
ま
り
、
新
し
い
収
穫
の
始
ま
っ
た
八
月
か
ら
現
物
税
の
徴
収
が
開
始
さ
れ
た
。

　
だ
が
現
物
税
は
農
民
に
と
っ
て
軽
い
負
担
で
は
な
か
っ
た
。
革
命
前
の
税
負
担
は
農
民
一
人
当
り
約
一
〇
一
一
ニ
ル
ー
ブ
リ
で
、
種
子
及
び

飼
料
を
控
除
し
た
条
件
収
入
の
約
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
本
年
度
の
現
物
税
負
担
は
一
三
年
価
格
に
換
算
し
て
、
三
一
四
ル
ー
ブ
リ
で

　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

あ
っ
た
。
負
担
の
絶
対
額
は
減
少
し
た
が
、
収
入
も
同
時
に
減
少
し
て
い
る
の
で
、
条
件
収
入
に
対
す
る
割
合
は
八
パ
ー
セ
ン
ト
余
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

又
、
別
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
共
聯
国
で
の
総
収
穫
に
対
す
る
本
年
度
の
税
は
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
、

割
当
徴
発
と
比
較
し
た
ト
ゥ
ー
ラ
県
の
資
料
が
あ
る
。
農
民
の
経
営
状
態
に
応
じ
て
、
第
一
グ
ル
ー
プ
（
口
数
五
名
、
五
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
の
農

地
）
、
第
ニ
グ
ル
ー
プ
（
口
数
五
名
、
八
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
の
農
地
）
、
第
三
グ
ル
ー
プ
（
口
数
五
心
、
一
五
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
以
上
の
農
地
）
に
分

け
、
こ
れ
ら
三
グ
ル
ー
プ
の
ラ
イ
麦
重
蚤
に
換
算
し
て
の
穀
物
生
産
の
純
収
穫
量
と
、
割
当
徴
発
と
税
に
よ
る
微
収
量
は
別
表
の
通
り
で
あ
る

　
　
　
　
⑱

（
単
位
プ
ー
ド
）
。
こ
の
よ
う
に
現
物
税
へ
の
移
行
で
最
も
利
益
を
受
け
た
の
は
富
裕
農
民
で
あ
り
、
貧
農
に
と
っ
て
は
割
当
徴
発
以
上
に
苛
酷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
さ
え
あ
っ
た
。

　
　
　
　
第
一
グ
…
プ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
王
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ニ
グ
ル
ー
プ

純
収
穫

年
度

徴
収

余
剰

96

20

N
度

の
割
当

徴
発393

21

N
度

の
税

3
㎜
4

689査

160

20

N
度

の
割
当

微
発6793

21

N
度

の
税21139

320

20

N
度

の
割
当

廠
発194126

21

N
度

の
税78242

　
農
民
の
不
満
は
重
い
税
負
担
に
つ
い
て
は
雷
う
ま
で
も
な
く
、
不
平
等
な
課

税
、
質
の
悪
い
徴
税
機
関
に
対
し
て
集
中
し
た
。
主
に
不
平
等
な
課
税
へ
の
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

満
は
中
央
で
定
め
ら
れ
る
収
穫
率
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
地
方
で
の
税
監
督
宮

の
職
権
濫
用
、
調
達
事
務
所
長
の
窃
盗
行
為
、
食
糧
機
関
員
鷲
。
胃
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

非
合
法
活
動
等
の
事
実
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
納
税
は
一
部
の
地
方
で
は
停
滞
し
て
い
た
。
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例
え
ば
ゴ
メ
リ
県
で
は
軍
事
的
や
り
方
で
切
α
o
露
9
H
口
○
娼
畏
器
徴
税
が
行
な
わ
れ
、
殆
ん
ど
総
て
の
郡
食
糧
委
員
会
の
勤
務
員
o
o
月
b
唄
㌣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

霞
鶉
は
武
装
化
が
義
務
付
け
ら
れ
、
連
日
晩
一
〇
時
ま
で
、
休
日
な
し
で
活
動
し
て
い
た
。
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ト
県
で
は
、
食
糧
活
動
の
強
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
た
め
、
郡
執
行
委
員
会
、
郡
委
員
会
、
郡
食
糧
委
員
会
の
各
代
表
か
ら
成
る
特
別
ト
ロ
イ
カ
が
設
置
さ
れ
た
。
食
糧
活
動
家
の
不
足
、
倉
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

や
調
達
事
務
所
等
の
未
組
織
、
劣
悪
な
設
備
に
つ
い
て
は
各
地
か
ら
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

　
徴
税
が
開
始
さ
れ
た
夏
頃
に
は
①
食
糧
機
関
の
未
組
織
、
②
後
述
す
る
よ
う
に
自
由
取
引
が
農
村
市
場
で
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
③
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

公
布
が
晩
す
ぎ
た
こ
と
に
よ
り
、
私
的
商
人
は
徴
税
以
上
の
穀
物
を
農
村
か
ら
搬
出
し
て
い
た
。

　
党
は
徴
税
を
一
書
強
化
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
八
月
の
中
央
委
員
会
総
会
は
、
各
県
委
員
会
に
徴
税
の
際
の
敵
対
行
為
や
延
滞
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

断
固
た
る
強
制
措
置
を
採
る
よ
う
指
示
し
た
。
こ
れ
に
も
拘
ら
ず
農
民
は
税
名
簿
作
成
の
際
に
も
、
乱
篭
ム
パ
ニ
ア
の
実
施
の
際
に
も
、
耕
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
小
さ
く
、
口
数
を
多
く
見
せ
か
け
て
税
負
担
か
ら
免
れ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
対
し
て
様
々
な
弾
圧
措
置
が
採
ら
れ
、
至
る
所

で
革
命
裁
判
所
が
組
織
さ
れ
た
。
又
、
隠
匿
耕
地
を
摘
発
す
る
た
め
、
地
方
に
食
糧
組
織
、
監
督
官
、
農
業
人
民
委
員
部
組
織
の
代
表
か
ら
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
監
査
委
員
会
愚
。
切
窃
。
塗
甑
。
男
9
霞
霞
涙
が
創
ら
れ
た
。
ヴ
ォ
ロ
ネ
シ
県
で
は
軍
事
的
や
り
方
で
摘
発
が
行
な
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
だ
が
現
物
税
徴
収
の
最
大
の
困
難
は
早
智
に
よ
る
未
曾
有
の
凶
作
で
あ
っ
た
。
七
月
二
一
日
付
の
布
告
に
よ
り
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
の
凶
作
を
蒙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

っ
て
い
る
諸
県
で
は
秋
蒔
区
画
か
ら
の
食
糧
税
が
免
除
さ
れ
た
。

　
一
方
人
民
委
員
会
議
は
、
例
外
的
に
豊
作
の
油
性
種
子
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
徴
税
を
強
化
す
る
た
め
、
ラ
イ
菱
一
プ
ー
ド
と
の
交
換
率
を
油
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

種
子
は
○
・
五
か
ら
一
プ
ー
ド
に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
四
か
ら
六
プ
…
ド
に
高
め
る
こ
と
を
認
め
た
。
だ
が
一
〇
月
の
中
央
執
行
委
員
会
で
は
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

民
の
負
担
増
加
へ
の
反
対
意
見
が
述
べ
ら
れ
「
税
率
は
将
来
如
何
な
る
上
昇
も
な
く
不
変
の
ま
ま
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
決
議
さ
れ
た
。

　
当
初
ラ
イ
菱
に
換
算
し
て
二
億
七
〇
〇
〇
万
プ
ー
ド
と
定
め
ら
れ
た
穀
物
生
産
物
の
税
の
規
模
は
、
最
終
的
に
約
一
億
三
三
〇
〇
万
プ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
ま
で
縮
少
さ
れ
た
。
穀
物
税
の
納
入
期
限
は
一
二
月
一
五
日
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
未
納
分
に
対
す
る
延
滞
料
を
加
算
し
て
、
翌
二
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

三
月
一
五
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
初
年
度
は
ほ
ぼ
一
億
三
二
七
六
万
プ
ー
ド
の
穀
物
税
を
徴
収
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
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現物税について（梶川）

　
二
一
年
春
に
は
現
物
税
と
「
商
品
交
換
」
に
よ
っ
て
農
産
物
が
調
達
さ
れ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
「
商
品
交
換
」
が
確
立
す

る
に
つ
れ
、
税
の
役
割
は
低
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
現
実
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
「
商
品
交
換
」
に
よ
る
調
達
は
失
敗
し
、

税
が
強
化
、
整
備
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
二
一
年
一
二
月
の
党
協
議
会
で
ミ
リ
ュ
…
チ
ソ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
　
「
食
糧
に
関
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

我
々
に
は
商
品
交
換
と
食
糧
税
の
問
題
が
あ
っ
た
。
関
心
の
中
心
は
商
品
交
換
か
ら
税
に
移
っ
た
。
税
が
基
盤
を
与
え
た
。
」
一
と
。

⇒
単
覇
物
税

　
（
　
初
年
度
の
現
物
税
法
に
い
く
つ
か
の
欠
陥
が
あ
る
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
当
初
か
ら
地
方
農
民
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
現
物

税
が
主
要
な
農
産
物
の
調
達
手
段
と
な
っ
た
以
上
、
税
法
の
整
備
が
当
面
の
問
題
と
な
っ
た
。

　
二
一
年
秋
以
後
現
物
税
法
改
正
の
準
備
が
開
始
さ
れ
た
。
九
月
二
七
日
、
税
の
欠
陥
の
考
察
に
関
す
る
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
同
様
な

委
員
会
が
県
食
糧
委
員
会
の
下
、
県
市
に
置
か
れ
た
。
中
央
執
行
委
員
会
は
、
地
方
で
塁
壁
活
動
に
従
事
し
て
い
る
全
権
委
員
に
税
法
の
欠
陥

に
つ
い
て
の
特
別
報
告
書
を
送
付
す
る
よ
う
命
じ
た
。

　
税
法
の
主
要
な
欠
陥
は
そ
の
多
種
性
ン
田
。
舅
o
o
諺
霞
員
○
自
い
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
農
民
は
こ
の
た
め
に
現
有
す
る
生
産
物
に
係
わ

り
な
く
徴
収
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
現
物
税
を
引
渡
し
た
後
、
農
民
自
身
は
高
価
な
市
場
価
格
で
自
分
の
た
め
に
そ
の
農
産
物
を
購
入
し
た

り
、
現
物
税
を
支
払
う
た
め
に
該
当
の
農
産
物
を
購
入
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
九
月
三
〇
日
、
農
業
人
民
委
員
部
下
の
経
済
会
議
で
税
法
に
つ
い
て
の
問
題
が
審
議
さ
れ
た
。
報
告
に
立
っ
た
コ
ン
ド
ラ
ー
チ
ェ
フ
教
授
は

国
家
が
必
要
な
農
産
物
を
調
達
す
る
た
め
、
そ
れ
が
生
産
力
の
発
展
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
単
一
税
へ
の
移
行
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

こ
で
、
教
授
に
単
一
税
プ
ラ
ン
の
作
成
が
委
ね
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
一
二
月
末
の
九
・
ソ
大
会
で
、
来
春
の
畑
作
の
開
始
ま
で
に
こ
れ
ま
で
の
現
物
税
を
簡
素
化
し
、
農
民
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
の
法
令
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

検
討
す
る
こ
と
が
中
央
委
員
会
に
指
示
さ
れ
た
。
新
法
案
は
食
糧
人
民
委
員
部
、
ゴ
ス
プ
ラ
ン
で
検
討
さ
れ
、
二
二
年
三
月
に
単
一
現
物
税
の

布
告
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
布
告
に
よ
り
「
ラ
イ
麦
又
は
小
菱
単
位
に
基
づ
き
、
作
ら
れ
る
主
要
生
産
物
で
現
物
税
の
徴
収
を
行
な
う
こ
と
」
が
、
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⑫

認
め
ら
れ
た
。
又
、
岡
じ
く
三
月
一
五
日
以
後
の
徴
税
の
停
止
と
、
八
月
一
日
か
ら
の
単
一
税
の
施
行
が
定
め
ら
れ
た
。

　
次
い
で
出
さ
れ
た
税
の
規
模
と
規
準
に
関
す
る
布
告
の
中
で
前
年
度
の
税
法
の
い
く
つ
か
の
欠
陥
が
改
め
ら
れ
た
。
規
模
は
ロ
シ
ア
共
和
国

内
で
ラ
イ
麦
重
量
に
換
算
し
て
、
前
年
度
の
予
定
量
三
億
八
○
○
○
万
プ
ー
ド
が
三
聖
四
〇
〇
〇
万
プ
ー
ド
に
縮
少
さ
れ
た
。
税
規
準
に
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

内
の
生
産
用
家
畜
頭
数
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。
収
穫
率
は
、
前
年
度
は
中
央
で
作
成
さ
れ
た
の
に
比
べ
各
県
に
対
し
て
は
人
民
委
員
会
議
が

承
認
し
、
郡
と
郷
に
対
し
て
は
各
々
県
執
行
委
員
会
と
郡
執
行
委
員
会
が
作
成
す
る
よ
う
改
正
さ
れ
た
。
直
営
地
区
の
農
民
と
赤
軍
家
族
等
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
の
中
央
執
行
委
員
会
で
最
終
的
な
単
一
現
物
税
の
布
告
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
定
め
ら
れ
た

の
免
税
措
置
が
新
た
に
定
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

期
限
内
に
納
入
し
た
る
者
に
対
し
、
税
額
が
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。

　
前
年
度
の
現
物
税
の
欠
陥
は
こ
う
し
て
ほ
ぼ
修
正
さ
れ
、
二
年
間
は
主
に
現
物
税
に
よ
っ
て
農
産
物
調
達
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

①
　
O
腎
剛
一
㊤
b
つ
ど
瓢
o
b
。
9
0
↓
．
H
駆
。
。
．
実
際
の
二
〇
／
～
＝
年
度
の
穀
物
と
原
料
の
割

　
当
徴
発
量
は
約
三
億
プ
ー
ド
で
あ
っ
た
（
《
謡
窟
切
壼
y
ω
O
＝
δ
景
ド
Φ
b
。
卜
。
こ
か
ら
、

　
こ
の
規
模
は
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
。
因
み
に
カ
ー
メ
ネ
フ
委
員
会
は
、
穀
物
余

　
剰
を
約
目
黒
ブ
ー
ド
と
見
積
り
、
三
一
三
・
五
億
プ
ー
ド
の
税
が
可
能
と
見
た

　
（
X
凶
歳
9
窪
ξ
蟄
ρ
同
①
．
）
。

②
一
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
以
下
の
貧
農
経
営
は
免
税
。
（
∩
望
．
H
り
㌶
層
馨
。
ω
。
。
層
∩
月
』
O
野
）

⑧
課
税
対
象
を
列
挙
す
れ
ば
、
穀
物
生
産
物
（
穀
物
・
油
性
種
子
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）
、

　
干
草
、
乳
産
物
、
肉
、
卵
、
家
禽
、
蜂
蜜
、
羊
毛
、
亜
麻
と
麻
、
皮
革
、
毛
皮
、

　
タ
バ
コ
、
野
菜
。
後
に
干
草
税
は
修
正
さ
れ
、
干
草
納
入
所
8
甲
田
。
鉢
昌
美
弓
か

ら
離
れ
て
い
る
農
民
及
び
国
家
・
協
同
組
合
乳
工
揚
と
集
配
所
。
養
・
・
9
昌
巽
↓

　
に
近
い
税
支
払
人
に
、
各
々
干
草
の
替
わ
り
に
バ
タ
…
閑
。
や
畠
冨
善
2
0
と
乳

　
で
納
入
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
（
《
一
等
。
露
y
嵩
欝
曼
∩
↓
。
ド
露
H
り
じ
）
。

④
×
否
巷
。
鞠
豊
器
噛
ρ
愈
■

⑤
ぎ
竃
Ψ
剛
β
ρ
。
。
。
。
語
り
．
後
に
、
基
に
な
る
統
計
資
料
は
今
年
の
が
使
わ
れ
て
い

　
な
い
と
か
、
モ
ス
ク
ワ
で
定
め
ら
れ
た
収
穫
率
を
地
方
で
修
正
す
る
こ
と
が
繊
来

　
な
い
と
か
の
不
満
が
地
方
農
民
か
ら
表
明
さ
れ
た
（
《
切
①
崔
。
富
y
。
。
ぎ
諮
冨
ド
Φ
b
。
ド

　
ぴ
一
一
α
蕎
q
隣
H
り
b
。
b
。
り
．
）
。

⑥
×
§
喜
弓
①
養
蕗
．
ρ
麿
．

⑦
　
税
確
定
の
際
に
農
村
住
民
グ
ル
ー
プ
の
代
表
を
参
加
さ
せ
る
目
的
で
、
耕
地
の

　
大
き
さ
に
応
じ
て
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
各
々
の
グ
ル
ー
プ
は
乙
名
毎
に
一

　
名
の
代
袈
を
選
卜
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
（
∩
望
・
　
H
㊤
b
⊃
ド
鯖
　
客
O
　
心
Q
o
噂
　
O
↓
■
　
N
蒔
Q
◎
．
）

⑧
×
悶
δ
昌
Φ
℃
o
｝
舞
蓄
嘲
ρ
魔
－
畿
■
し
σ
灯
眼
軸
ぐ
く
＝
鐸
ρ
ド
蒔
？
劇
Q
。
．

⑨
《
切
①
崔
。
旨
y
①
笛
3
、
。
詔
お
陣
門
■

⑩
×
M
§
昼
の
墜
｛
曇
卸
ρ
3
，
ζ
d
員
Σ
や
く
葺
ρ
に
。
。
ム
⑩
．
2
．
お
ト
。
ド
累
。
心
P

　
o
弓
・
悼
α
①
。
後
に
、
悪
質
〔
な
未
納
者
は
財
産
没
収
、
強
制
労
鋤
一
に
よ
り
黙
せ
ら
れ
る

　
と
さ
れ
た
（
O
暫
δ
醇
－
客
。
留
り
q
箏
ω
畠
■
）
。

⑪
×
【
6
尋
①
需
＝
岩
曽
ρ
躰
刈
ム
㊤
■

⑫
↓
碧
》
宍
ρ
ρ
㊥
ド
①
b
。
・
五
月
三
〇
黛
の
中
央
執
行
委
員
会
で
、
シ
ベ
リ
ア
の
活

　
動
家
も
強
制
的
措
置
に
よ
っ
て
の
み
食
糧
税
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

　
主
張
し
て
い
る
（
G
目
［
月
マ
＝
（
一
＜
同
一
｛
噛
　
O
．
　
b
ρ
同
b
Ω
■
）
。
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現物税について（梶川）

⑬
↓
・
学
；
β
p
匿
9
b
。
b
。
9

⑭
《
切
。
誉
。
毒
y
障
呂
q
。
話
お
b
。
一
7

⑱
採
ぬ
■
↓
℃
ξ
2
δ
。
ご
噛
貯
器
・
8
～
ρ
H
G
。
b
。
．
ロ
謄
9
＞
●
ξ
【
9
』
『
。
葉
面
r
工
雪
。
『
8
旨

　
8
自
↓
長
薗
切
幕
唱
銃
器
じ
コ
出
¢
。
じ
・
器
召
皇
臣
撰
合
【
幽
y
賭
o
H
9
お
0
9
ρ

　
α
ω
．
〉
．
｝
し
d
口
障
国
日
器
罫
＝
、
O
α
員
e
【
お
田
お
昌
　
口
自
運
①
㌶
【
一
尉
も
①
自
白
鵠
。
話
麟
　
0
5
獅
マ

　
切
。
Φ
臣
o
o
嵩
℃
Φ
し
。
o
』
δ
碧
δ
国
訴
。
①
呂
。
竃
節
三
‘
一
Φ
卜
◎
野
（
邦
訳
『
露
国
農
民
の
諜
税

　
及
其
他
負
担
重
度
の
研
究
』
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
二
年
、
六
四
－
六
六
、

　
七
二
頁
）
。

⑯
丼
ぬ
，
↓
O
嗣
愚
O
国
畠
．
望
剛
£
ω
顧
8
～
ρ
H
G
Q
斡
A
・
ヴ
ァ
イ
ソ
シ
ュ
テ
イ
ン
邦
訳

　
前
掲
書
、
一
〇
九
、
一
五
一
頁
。

⑰
　
《
①
岩
岩
塁
一
命
。
①
O
α
o
ω
て
㊦
【
嘗
㊦
y
這
b
。
ρ
・
。
7
葺
。
。
・
ρ
b
。
。
。
・
（
以
下
ω
　
・
O
》
）

⑱
切
■
〉
’
晋
同
9
ま
婁
鼻
《
ロ
ご
畢
属
。
H
ρ
δ
①
伊
ρ
心
。
。
ム
ρ
【
ρ
＞
9
コ
。
銘
R
。
炉

　
ざ
（
き
’
o
O
タ
”
ρ
ω
ω
P

⑲
こ
の
外
多
く
の
現
物
税
と
保
険
料
、
労
働
荷
馬
車
税
、
種
子
貸
付
返
還
等
の
負

　
担
が
あ
っ
た
。

⑳
2
…
含
量
δ
毒
y
誌
。
胃
鵠
9
芦
ω
【
§
9
b
同
驚
【
＾
留
国
費
6
卜
。
一
「
瓢
㎝

　
善
唱
琶
お
b
o
b
。
p

⑳
窃
①
誉
。
冒
y
。
。
9
（
ヨ
9
芦
一
〇
蓉
a
冨
お
潔
7
【
二
G
。
脅
①
切
旨
ヨ
お
ト
。
b
。
『
・

　
ニ
ニ
年
に
な
る
と
監
督
官
の
再
教
育
が
行
な
わ
れ
た
。

⑫
　
《
ロ
の
聖
δ
言
y
ド
g
。
島
q
o
窓
戸
㊤
b
⊃
一
コ

⑬
　
《
切
の
袈
。
越
y
卜
。
劇
呂
曼
。
↓
⇔
δ
卜
。
H
p

⑳
）
《
寡
ζ
美
。
》

⑳
｝
例
え
ば
バ
タ
ー
と
卵
は
シ
ー
ズ
ン
が
過
ぎ
て
か
ら
布
告
が
出
さ
れ
た
の
で
徴
収

　
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
（
ご
5
甚
宍
－
≦
貫
ρ
b
。
。
。
卜
。
1
ω
ω
’
）

⑳
一
ρ
〉
．
q
8
美
貫
貯
口
ω
■
8
鱒
．
ρ
卜
。
り
ρ

⑳
　
例
え
ば
ヴ
ォ
ロ
グ
ダ
県
で
、
郷
執
行
委
員
会
議
長
二
名
、
村
ソ
ヴ
ェ
ト
議
長
三

　
名
が
税
業
務
怠
慢
の
科
で
逮
捕
さ
れ
た
（
《
切
窪
き
暴
y
卜
。
0
9
巨
獣
℃
国
一
露
一
こ
。

　
だ
が
穀
物
市
場
を
閉
鎖
せ
よ
と
の
地
方
の
提
案
は
中
央
で
破
棄
さ
れ
た
（
し
ロ
員
寓
［
〈
－

　
≦
岬
n
．
卜
。
刈
S
卜
。
刈
Q
。
¶
）
。

⑯
監
査
委
員
会
は
農
民
に
一
〇
日
以
内
に
耕
地
の
大
き
さ
を
申
告
す
る
よ
う
命

　
じ
、
期
限
後
に
隠
匿
耕
地
が
摘
発
さ
れ
た
場
合
に
は
弾
圧
措
置
が
採
ら
れ
た
。
委

　
員
会
は
一
〇
月
五
日
で
五
一
県
の
う
ち
三
一
県
に
組
織
さ
れ
た
（
切
5
員
峯
や
≦
戸
ρ

　
器
。
。
・
）
。
隠
濫
耕
地
の
摘
発
に
つ
い
て
殆
ど
毎
号
の
《
切
ゆ
塁
。
冨
》
で
報
じ
ら
れ
、

　
例
え
ば
ペ
ソ
ザ
県
で
は
一
｝
月
ま
で
に
三
〇
万
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
以
上
が
摘
発
さ
れ

　
た
（
《
切
窪
＝
o
↓
ロ
y
戸
h
o
器
α
穣
ド
㊤
b
◎
ド
戸
）
。
播
種
面
種
の
八
一
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト

　
が
隠
匿
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
《
軍
〆
y
属
。
①
「
日
O
b
。
b
。
℃
ρ
H
P
）
。

⑭
　
《
切
の
婆
。
冒
y
δ
岩
ま
冨
H
り
N
ド
ジ

⑳
　
穀
物
総
収
穫
は
一
　
○
年
の
二
〇
億
八
○
○
○
万
余
プ
ー
ド
に
対
し
、
二
一
年
は

　
一
穴
億
九
〇
〇
〇
万
プ
ー
ド
足
ら
ず
で
最
低
の
数
字
で
あ
っ
た
。
（
∩
α
o
窟
葵
。
↓
㌣

　
↓
一
ヨ
三
〇
Ω
（
曼
．
三
ρ
H
ω
ご

⑳
　
∩
望
■
お
b
。
ど
翼
。
α
c
。
”
∩
↓
■
ω
刈
餅
そ
れ
ま
で
の
食
糧
税
は
専
ら
県
内
需
要
を
満
た

　
す
た
め
に
流
通
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
（
∩
簿
μ
O
b
。
鮒
累
0
0
P
n
↓
。
ω
㊤
㊤
．
）
。

⑫
　
《
ゆ
魯
【
δ
簑
y
日
O
o
窪
冒
q
諭
ド
㊤
b
。
ド
7
税
算
定
は
ラ
イ
麦
又
は
小
麦
単
位
で
行

　
な
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
農
産
物
毎
の
交
換
率
が
食
糧
人
斑
委
員
部
に
よ
っ
て
定
め

　
ら
れ
た
。
因
み
に
ラ
イ
麦
又
は
小
麦
一
プ
ー
ド
に
対
す
る
交
換
率
は
、
オ
ー
ト
麦
、

　
大
麦
、
き
び
五
〇
フ
ソ
ト
、
そ
ば
三
五
フ
ソ
ト
、
豆
二
五
フ
ン
ト
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

　
シ
六
〇
フ
ン
ト
（
《
①
’
〉
開
（
》
”
b
o
同
＝
δ
譲
コ
同
り
b
o
一
7
《
切
①
紮
畿
O
↓
潜
》
。
H
O
o
2
寡
鵠
O
鵠
目
O
b
o
一

　
こ
。

⑳
切
昼
喪
－
≦
圃
圃
層
ρ
b
。
ω
。
。
．
∩
望
■
お
鉾
累
。
刈
卜
⊃
層
。
↓
噛
切
。
。
り
。

⑭
　
δ
．
〉
．
調
O
蕾
剛
δ
炉
さ
臼
ω
．
8
無
二
ρ
ω
這
爆
但
し
最
終
的
に
確
定
さ
れ
た
数
字
は

　
一
定
で
は
な
い
。
例
え
ば
マ
ル
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
拠
れ
ば
一
億
八
九
〇
七
・
四
万
プ

　
…
ド
（
心
肖
×
．
y
裟
。
ω
’
↑
O
N
N
o
，
O
O
I
①
一
。
）
、
別
の
論
文
に
拠
れ
ば
一
億
四
一
三

　
一
二
万
プ
ー
ド
（
《
ω
■
〉
闘
ハ
》
暫
ω
O
一
躍
O
｝
議
ド
リ
b
Ω
さ
⊃
戸
）
。

⑯
　
延
滞
料
は
朱
野
分
に
対
し
月
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
、
納
入
期
限
は
二
二
年
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一
〇
月
一
旧
と
さ
れ
た
。
（
《
浄
潔
。
崔
y
H
①
ン
菖
器
H
㊤
飼
屋

⑳
　
《
ω
し
田
畠
》
Q
。
O
贈
8
雷
δ
b
。
b
っ
弓
．

⑰
　
×
圃
ズ
。
国
魯
招
窪
昼
箪
翼
。
卜
3
矯
ρ
に
’

曾
　
《
切
①
慧
。
旨
y
お
実
ヨ
9
識
一
⑫
b
。
一
7
属
q
碁
℃
岩
H
㊤
卜
⊃
卜
。
p

⑳
　
既
に
一
二
月
初
め
の
全
ロ
シ
ア
農
業
大
会
で
オ
シ
ン
ス
キ
ー
は
単
　
現
物
税
が

　
必
要
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
（
《
潮
豪
。
雷
y
幕
§
q
蜜
H
り
ト
。
戸
こ

⑳
誉
田
↓
o
富
し
。
8
℃
。
巴
ざ
萎
門
欝
。
♂
の
畏
8
。
・
。
8
三
∩
琶
δ
弓
ロ
冒
謬
〔
委
諦
。
詔
㊦
」

　
≧
二
H
露
b
。
・
p
嵩
メ
（
以
下
圃
×
雷
の
錯
8
じ
」
①
話
■
）

＠
　
《
望
富
。
岩
y
嶺
曾
畠
霊
養
μ
り
b
。
b
。
”
報
道
に
拠
れ
ば
二
月
一
日
に
人
昆
委
員

　
会
議
で
最
終
承
認
を
受
け
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
遅
れ
た
理
由
は
不
明
。

⑫
∩
望
ド
総
卜
。
り
賭
o
b
。
ド
。
↓
』
ω
も
。
■
単
一
税
の
実
施
ま
で
バ
タ
ー
と
卵
の
徴
収
を
暫

　
定
的
に
延
長
す
る
布
告
が
同
時
に
出
さ
れ
た
（
《
切
。
碧
δ
冒
y
⑩
畜
や
冨
ド
㊤
昏
o
b
o
「
し
。

⑬
　
草
刈
地
は
地
域
に
応
じ
て
一
定
の
係
数
に
よ
っ
て
耕
地
に
換
算
さ
れ
、
小
家
畜

　
も
生
産
用
家
畜
に
換
算
さ
れ
た
（
《
ω
．
○
》
”
ド
O
b
。
Q
。
噂
b
ゴ
田
口
．
N
o
“
ω
⑱
円
田
戸
ρ
ρ
H
O
し
。

　
課
税
資
料
作
成
の
た
め
二
二
年
四
一
五
月
に
農
家
人
口
調
査
が
実
施
さ
れ
た
（
《
①
■

　
ρ
y
お
b
。
。
。
「
昌
昌
P
p
ミ
．
）
。

⑭
O
望
■
お
b
。
緊
。
星
虫
。
卜
。
伊
。
ジ
b
。
。
。
県

⑯
　
日
需
6
。
刷
諮
。
コ
償
霞
く
一
×
8
ω
甑
塁
…
切
δ
舘
①
↓
Φ
誤
◆
賭
。
瓢
℃
≧
‘
お
b
。
b
。
層
ρ
お
l

　
N
紳

⑯
　
O
零
一
露
b
。
り
壌
。
ω
ρ
o
↓
●
冠
り
●
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四
　
「
商
品
交
換
」
の
崩
壊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
農
民
に
と
っ
て
「
商
品
交
換
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

　
党
大
会
直
後
の
二
一
年
三
月
二
五
碍
、
中
央
委
員
会
政
治
局
に
よ
り
食
糧
税
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
二
七
日
に
同
委
員
会
で
取
引
・
交
換
に

つ
い
て
の
問
題
が
審
議
さ
れ
た
。
こ
の
審
議
で
は
自
由
商
業
を
制
限
す
る
意
見
と
、
大
工
業
と
運
輸
が
国
有
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
拠
に
し

て
完
全
な
自
由
商
業
を
主
張
す
る
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た
が
、
中
央
委
員
会
は
後
者
を
支
持
し
「
税
が
完
納
さ
れ
る
な
ら
ば
全
穀
物
を
商
う
こ

　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
」
を
認
め
た
。
こ
の
中
央
委
員
会
の
提
案
に
基
づ
き
、
三
月
二
八
日
付
の
布
告
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
布
告
に
よ
り
、
こ
の
時
期
ま
で
に
割
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

徴
発
を
完
了
し
た
諸
県
で
穀
物
、
飼
料
用
穀
物
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
干
草
の
自
由
交
換
、
購
入
、
販
売
と
、
そ
の
た
め
の
自
由
な
荷
馬
車
輸
送
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

認
め
ら
れ
、
闇
食
糧
取
締
部
隊
ω
鷲
》
三
二
碧
い
誤
感
。
趨
葺
が
廃
止
さ
れ
た
。
次
い
で
四
月
二
二
日
に
、
前
布
告
の
実
施
地
域
を
拡
大
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

指
令
口
冨
鋸
ω
が
出
さ
れ
、
全
国
的
に
農
産
物
余
剰
の
自
由
取
引
が
合
法
化
さ
れ
た
。

　
「
商
品
交
換
」
が
法
制
化
さ
れ
る
の
は
更
に
面
か
っ
た
。
四
月
七
日
と
五
月
二
四
日
付
の
布
告
に
よ
っ
て
、
国
家
管
理
下
に
あ
る
生
産
物
は
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「
商
品
交
換
」
の
商
晶
フ
ォ
ン
ド
と
し
て
、
食
糧
人
選
委
員
部
に
よ
り
独
占
的
に
協
同
組
合
を
通
じ
て
農
産
物
と
交
換
さ
れ
る
も
の
と
規
定
さ

　
⑦
れ
た
。
五
月
二
六
臼
、
食
糧
人
民
委
員
部
と
全
ロ
シ
ア
消
費
組
合
中
央
連
合
と
の
間
で
「
基
本
契
約
」
が
調
印
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
「
商
品
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

換
」
の
技
術
的
業
務
は
中
央
連
合
と
そ
の
組
織
に
移
管
さ
れ
、
全
般
的
管
理
は
食
糧
人
民
委
員
部
と
そ
の
組
織
に
留
保
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
は
余
剰
農
産
物
に
対
し
、
地
方
的
経
済
取
引
と
い
う
限
定
付
き
の
自
由
市
場
と
「
商
品
交
換
」
が
併
置
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の

地
方
的
経
済
取
引
と
い
う
限
定
は
二
重
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
第
一
に
農
産
物
市
場
と
い
う
限
定
で
あ
り
、
第
二
に
こ
の
市
場
で
の
交
換
対

象
と
し
て
国
有
化
さ
れ
て
い
な
い
工
業
、
即
ち
ク
ス
タ
ー
リ
、
小
工
業
の
製
品
の
み
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
国
営
工
業
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、

農
民
の
需
要
を
充
た
す
こ
と
が
出
来
な
い
間
ク
ス
タ
ー
リ
、
小
工
業
が
奨
励
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
は
大
・
中
工
業
の
生
産
の
み
な
ら
ず

ヘ
　
　
へ

分
配
に
於
い
て
も
国
有
化
が
貫
徹
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
背
景
に
し
て
「
商
品
交
換
」
め
実
現
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
「
商
品
交
換
」
は
貨
幣
な
し
の
現
物
取
引
で
、
消
費
組
合
が
農
村
に
設
け
た
商
品
交
換
所
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
農
産
物
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

工
業
製
品
の
交
換
率
は
「
基
本
契
約
」
に
基
づ
き
消
費
組
合
中
央
連
舌
下
に
設
置
さ
れ
た
中
央
交
換
率
委
員
会
で
定
め
ら
れ
た
。
農
産
物
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

す
る
工
業
製
品
の
交
換
率
は
当
時
の
市
況
を
考
慮
し
戦
前
価
格
の
ほ
ぼ
一
対
三
に
定
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
戦
前
に
穀
物
一
プ
ー
ド
が
更
紗
六
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ル
シ
ソ
に
値
し
て
い
た
な
ら
ば
「
商
品
交
換
」
に
よ
っ
て
ニ
ア
ル
シ
ン
の
更
紗
を
受
取
る
こ
と
が
出
来
た
。
地
方
の
交
換
率
は
、
当
時
の
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

価
格
に
応
じ
、
地
方
交
換
率
委
員
会
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
だ
が
農
産
物
価
格
は
猛
烈
に
上
昇
し
、
一
且
確
定
さ
れ
た
交
換
率
は
、
現
実
に
交
換
を
行
な
う
際
の
市
場
価
格
と
合
致
し
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
七
月
一
五
日
、
・
人
民
委
員
会
議
で
の
消
費
組
合
に
つ
い
て
の
審
議
の
際
、
レ
…
ニ
ソ
は
消
費
組
合
連
合
と
村
商
品
交
換
所
に
至
る
そ
の
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

組
織
に
、
交
換
率
の
よ
り
大
き
な
自
由
を
与
え
る
よ
う
提
案
し
た
。
七
月
一
六
i
一
一
三
日
に
開
か
れ
た
第
二
回
全
ロ
シ
ア
協
同
組
合
集
会
で
凸

代
表
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
交
換
率
で
「
商
品
交
換
」
が
損
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
、
直
接
的
商
品
交
換
か
ら
売
買
を
通
じ
て
の
商
品
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

換
へ
移
る
よ
う
要
求
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
「
商
品
交
換
」
に
よ
る
調
達
の
失
敗
と
、
私
的
商
業
の
成
長
と
い
う
新
し
い
情
況
の
下
で
、
よ
り
柔
軟
な
商
贔
交
換
が
再
検
討
さ
れ
ね
ば
な
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⑲

ら
な
か
っ
た
。
，

　
既
に
レ
ー
ニ
ン
は
七
月
九
日
か
一
〇
日
に
『
最
高
国
民
経
済
会
議
幹
部
会
草
案
』
の
中
で
、
市
場
が
「
商
最
交
換
」
の
可
能
性
を
奪
っ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
「
現
物
商
品
交
換
と
並
ん
で
、
有
利
な
所
で
は
我
々
は
断
固
と
し
て
商
品
一
貨
幣
一
商
品
の
定
式
に
移
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」

　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
書
い
た
。
こ
の
『
草
案
』
の
内
容
は
八
月
九
日
付
の
『
新
経
済
政
策
実
施
に
関
す
る
布
告
』
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
九
月
越
日
付
の
規
程
に
よ

り
、
食
糧
人
民
委
員
部
は
消
費
組
合
に
一
定
の
価
格
で
商
品
を
引
渡
し
、
消
費
組
合
は
独
自
の
判
断
で
交
換
の
た
め
の
商
品
価
格
を
変
動
さ
せ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
ω
現
物
交
換
②
混
合
交
換
㈲
貨
幣
交
換
の
う
ち
、
任
意
の
形
態
で
商
品
交
換
を
実
施
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ

⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

た
。
次
い
で
一
〇
月
二
六
日
付
の
布
告
で
、
消
費
組
合
は
独
自
の
判
断
で
商
品
フ
ォ
ソ
ド
を
換
金
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
、
翌
二
七
日
付
の
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

告
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
と
施
設
は
定
め
ら
れ
た
基
準
内
で
生
産
物
を
市
場
価
格
で
放
出
す
る
権
利
を
得
、
国
家
調
達
と
し
て
の
商
品
交
換

は
法
的
に
終
焉
し
た
。

　
こ
こ
に
於
い
て
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
は
分
配
に
於
け
る
国
有
化
政
策
を
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
〇
月
二
九
日
の
第
七
回
モ
ス
ク
ワ
県
党
協
議
会
で
、
　
レ
…
ニ
ソ
は
商
品
交
換
の
失
敗
を
は
っ
き
り
と
認
め
、
新
た
な
転
換
を
示
し
た
。

「
商
品
交
換
は
崩
れ
た
。
そ
れ
が
売
買
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
、
と
い
う
意
味
で
崩
れ
た
。
…
…
売
買
と
貨
幣
流
通
の
国
家
現
制
へ
移
行
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
う
、
更
な
る
後
退
が
必
要
で
あ
る
」
－
と
。

　
直
接
的
「
商
品
交
換
」
か
ら
、
売
買
を
通
じ
て
の
「
商
品
交
換
」
に
ま
で
後
退
し
な
が
ら
も
、
結
局
「
商
品
交
換
」
は
自
由
市
場
に
よ
っ
て

駆
遂
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
第
一
の
理
由
は
自
由
市
場
の
合
法
化
で
あ
っ
た
。
内
戦
期
に
於
い
て
も
私
的
商
業
は
比
較
的
大
規
模
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
都
市
住
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
穀
物
総
消
費
蚤
の
三
〇
1
四
〇
パ
…
セ
ン
ト
が
国
家
か
ら
配
給
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
残
り
は
主
に
市
場
を
通
じ
て
供
給
さ
れ
て
い
た
。
労
働

者
の
一
部
は
腹
一
杯
食
べ
る
た
め
に
家
族
と
共
に
農
村
に
出
向
い
て
い
た
。
金
属
工
の
う
ち
で
、
そ
の
よ
う
な
者
は
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
数
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

都
市
工
業
の
崩
壊
を
招
く
程
で
あ
っ
た
。
二
一
年
四
月
に
出
さ
れ
た
農
産
物
の
自
由
取
引
に
関
す
る
布
告
は
、
都
市
市
場
も
事
実
上
合
法
化
し
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て
し
ま
っ
た
。
当
時
の
情
況
を
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ト
県
財
務
部
は
「
私
的
商
人
た
ち
は
自
ら
を
合
法
的
状
態
と
感
じ
て
、
市
場
へ
お
び
た
だ
し
い

量
の
あ
ら
ゆ
る
商
品
を
放
出
し
、
市
場
の
地
面
を
埋
め
尽
く
し
た
。
だ
が
商
業
の
認
可
は
よ
う
や
く
五
月
に
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
な
の
だ
…
…
」

　
　
　
⑱

と
報
じ
た
。
農
村
は
更
に
ひ
ど
い
有
様
で
あ
っ
た
。
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
都
市
労
働
者
は
農
村
へ
押
し
寄
せ
た
。
　
「
た
っ
た
一
つ
の
食
糧
税
の

宣
言
だ
け
で
、
最
初
の
日
に
直
ち
に
食
糧
閣
取
引
が
強
ま
っ
た
。
四
月
末
、
ロ
ス
ト
フ
に
毎
日
一
万
人
が
や
っ
て
来
た
…
…
彼
ら
に
続
い
て
組

織
さ
れ
た
消
費
者
1
…
…
組
織
さ
れ
た
食
糧
闇
商
人
と
な
る
一
は
列
を
な
し
て
い
た
。
組
織
さ
れ
た
食
糧
闇
商
人
の
群
は
、
四
月
七
日
置
の
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

物
プ
レ
ミ
ア
ム
制
の
布
告
の
実
施
に
応
じ
て
増
え
た
。
」

　
こ
の
よ
う
な
現
象
に
つ
い
て
、
白
墨
の
経
済
学
者
ク
リ
ッ
ツ
マ
ン
は
、
新
経
済
政
策
が
市
場
を
産
み
出
し
た
の
で
な
く
、
内
戦
期
に
地
下
に

追
い
や
ら
れ
て
い
た
こ
の
帯
場
が
新
経
済
政
策
を
押
し
出
し
た
の
で
あ
る
、
と
評
し
て
い
る
。
正
鵠
を
得
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
次
い
で
貨
幣
交
換
が
復
権
し
た
。
農
民
の
小
ブ
ル
的
所
有
者
心
理
は
貨
幣
な
し
取
引
に
合
致
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
言
わ
れ
た
。
サ
ラ
ト
フ

県
消
費
組
合
連
合
は
紙
幣
と
商
品
交
換
綱
度
で
調
達
を
行
な
っ
て
い
た
。
カ
リ
ー
ニ
ソ
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
食
糧
人
民
委
員
部
は
た
だ
一
つ
の

操
作
『
商
品
－
種
子
』
　
『
下
面
…
食
糧
』
だ
け
を
要
求
し
て
い
る
が
、
サ
ラ
ト
フ
県
人
は
こ
の
形
態
を
『
芋
頭
－
貨
幣
、
貨
幣
一
種
子
』
　
『
商

品
一
貨
幣
、
貨
幣
－
食
糧
』
と
複
雑
に
し
た
。
」
と
非
難
し
た
が
、
「
市
場
で
は
っ
き
り
と
共
感
を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
貨
幣
」
の
存
在
を
認
め

　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
紙
幣
の
需
要
は
雪
だ
る
ま
の
よ
う
に
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　
失
敗
の
第
二
の
理
由
は
、
商
贔
フ
ォ
ソ
ド
の
欠
如
に
あ
っ
た
。
ま
ず
外
国
か
ら
の
商
品
の
輸
入
が
期
待
通
り
で
な
か
っ
た
。
輸
入
量
は
二
一

年
は
＝
二
年
に
比
べ
て
約
一
七
分
の
一
で
あ
り
、
そ
の
上
大
飢
鮭
の
た
め
、
そ
の
半
分
近
く
が
食
糧
を
中
心
と
し
た
生
活
物
資
で
あ
っ
た
。
一

方
国
内
工
業
は
壊
減
的
で
あ
り
、
例
え
ば
比
較
的
回
復
の
早
い
繊
維
工
業
で
も
、
木
綿
工
業
で
戦
前
水
準
の
七
パ
：
セ
ン
ト
程
の
生
産
で
あ
っ

⑰た
。
こ
の
よ
う
に
当
初
、
国
家
商
品
交
換
制
度
で
三
億
金
ル
ー
ブ
リ
の
穀
物
を
調
達
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
食
糎
人
民
委
員
部
の
管
轄
下
に

は
＝
一
〇
〇
万
ル
ー
ブ
リ
の
商
品
し
か
な
か
っ
た
。

　
商
品
フ
ォ
ソ
ド
の
絶
対
的
不
足
に
加
え
、
地
方
へ
の
商
品
の
送
付
も
停
滞
し
て
い
た
。
又
、
鉄
道
貨
物
輸
送
中
の
窃
盗
が
頻
発
し
、
こ
れ
に
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鐙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

対
し
極
刑
が
適
用
さ
れ
た
。
レ
ー
ニ
ン
は
五
月
中
に
幾
度
か
商
品
フ
ォ
ソ
ド
の
速
や
か
な
搬
出
を
指
示
し
た
。
六
月
一
〇
日
に
よ
う
や
く
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
商
最
フ
ォ
ソ
ド
が
県
消
費
連
合
に
ま
で
引
渡
さ
れ
た
。
だ
が
そ
の
商
品
フ
ォ
ン
ド
は
し
ば
し
ば
全
く
農
村
の
需
要
に
合
致
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
第
三
の
理
由
は
、
交
換
業
務
の
未
経
験
と
未
組
織
に
あ
っ
た
。
県
組
合
連
合
が
脆
弱
で
、
商
品
交
換
の
実
施
が
準
備
不
足
の
時
、
極
端
な
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

合
に
は
私
人
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
例
、
郷
多
売
店
消
費
組
合
》
田
○
弓
○
歳
麗
塁
の
親
分
ω
碧
℃
舘
醤
9
が
小
売
商
人
と
投
機
者
と
一
緒
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
協
同
組
合
を
私
物
化
し
よ
う
と
し
た
例
等
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
又
、
県
食
糧
委
員
会
が
協
同
組
合
と
の
契
約
を
認
め
ず
、
協
同
組
合
の
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

し
い
活
動
を
妨
げ
た
例
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
「
商
品
交
換
」
失
敗
の
意
味
は
第
一
に
、
工
一
年
春
の
現
物
税
構
想
の
主
要
部
分
を
成
す
貨
幣
な
し
交
換
へ
の
移
行
の
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

が
消
滅
し
た
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
貨
幣
の
復
権
と
共
に
貨
幣
経
済
の
基
礎
と
な
る
通
貨
安
定
政
策
が
採
用
さ
れ
る
。

　
第
二
に
、
国
家
調
達
と
し
て
の
商
品
交
換
が
崩
壊
し
た
以
上
、
現
物
税
が
当
面
唯
一
の
農
産
物
調
達
の
主
要
な
手
段
と
な
っ
た
。
従
っ
て
現

物
税
が
今
後
整
備
さ
れ
強
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　
　
補
註
H
穀
物
の
調
達
手
段
と
し
て
、
外
に
播
種
カ
ム
パ
ニ
ア
の
種
子
貸
付
の
返
済
と
、
製
粉
税
が
あ
っ
た
。
種
子
返
済
は
概
ね
良
好
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
二
二
年
二
月
末
ま
で
に
予
想
を
上
回
る
約
一
三
〇
〇
万
プ
ー
ド
に
達
し
た
。
製
粉
税
は
、
協
同
組
合
、
生
産
ア
ル
チ
ェ
リ
、
私
人
に
よ
っ

　
　
て
経
営
さ
れ
る
製
粉
所
、
ひ
き
わ
り
機
、
乾
燥
機
か
ら
年
間
生
産
量
に
対
し
一
プ
ー
ド
当
り
ニ
フ
ソ
ト
の
割
合
で
現
物
徴
収
さ
れ
る
と
さ

　
　
　
⑲

　
　
れ
た
。
し
か
し
製
粉
事
業
の
組
織
化
に
際
し
て
の
食
糧
人
昆
委
員
部
と
最
高
国
民
経
済
会
議
と
の
軋
礫
の
た
め
、
最
少
限
と
見
積
ら
れ
た

　
　
数
字
二
五
〇
〇
万
プ
ー
ド
を
大
幅
に
下
上
り
、
二
二
年
二
月
ま
で
に
そ
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
徴
収
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
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＠

　
当
初
地
方
的
経
済
取
引
の
範
囲
内
で
認
め
ら
れ
た
自
由
市
場
は
自
然
成
長
的
に
拡
大
し
、
国
家
商
業
は
「
元
々
市
場
で
競
争
さ
せ
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

出
来
る
も
の
と
は
程
遠
い
も
の
」
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。
レ
ジ
ャ
ヴ
ァ
は
「
商
品
交
換
は
駄
目
に
な
っ
た
。
r
生
後
三
ケ
月
が
我
が
商
品
交
換



現物税について（梶川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
総
て
で
あ
っ
た
。
…
…
我
々
は
市
場
と
商
業
の
法
則
を
知
り
、
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
偏
と
、
こ
の
間
の
経
験
を
卒
直
に
反
省

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
従
っ
て
商
品
罰
貨
幣
関
係
と
自
由
市
場
の
存
在
を
認
め
た
上
で
、
そ
れ
ら
へ
の
親
綱
と
監
視
が
共
産
党
と
政
府
の
基
本
的
任
務
と
な
っ
た
。

二
一
年
一
〇
月
の
財
政
整
備
に
関
す
る
布
告
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
「
著
し
い
程
度
に
廃
れ
行
く
、
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
施
設
し
と
見
倣
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

き
た
財
務
人
民
委
員
部
が
強
化
さ
れ
た
。
九
・
ソ
大
会
で
「
金
本
位
制
に
基
づ
く
正
し
い
貨
幣
流
通
の
復
活
漏
が
指
示
さ
れ
、
均
衡
予
算
を
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

指
す
た
め
に
、
税
が
重
要
な
財
源
と
見
敏
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
一
＝
年
春
の
現
物
税
構
想
の
失
敗
が
明
ら
か
と
な
っ
た
二
一
年
末
に
、
新
経
済
政
策
の
基
本
的
枠
組
が
寧
ろ
構
想
と
は
逆
の
形

で
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
①
　
　
「
商
品
交
換
」
の
法
的
構
造
に
つ
い
て
は
前
掲
石
井
論
文
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
お
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③
　
こ
こ
で
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取
引
の
範
囲
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何
も
言
及
さ
れ
て
㌔
な
㌔
　
（
O
簿
　
　
　
層

　
署
。
図
◎
o
ゴ
辰
e

④
　
本
布
告
の
中
で
「
購
入
、
販
売
」
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
公
式
に
用
い
ら
れ
た
。

　
ミ
リ
ユ
ー
チ
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と
レ
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の
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わ
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ウ
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で
は
取
締
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食
糧
闇
商
人
の
取
締
に
出
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し
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＝
雪
｝
、
（
一
㊤
㌶
占
9
ら
ヨ
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レ
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刈
一
噛

⑩
二
一
年
末
ま
で
に
九
九
七
七
の
組
合
支
部
、
七
〇
四
の
地
区
支
部
、
｝
五
〇
〇

　
の
商
品
交
換
所
と
調
達
支
部
が
あ
っ
た
。
（
襲
∩
ビ
⑦
罠
8
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①
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コ
層
ρ
H
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＝
雲
霞
き
《
c
口
≡
（
y
客
。
伊
一
㊤
①
メ
〔
．
農
。

⑫
　
組
合
連
合
に
よ
っ
て
採
欄
さ
れ
主
要
襲
産
物
の
戦
前
価
格
は
以
下
（
単
位
・
ル

　
ー
ブ
リ
）
。
飼
料
用
穀
物
○
・
七
九
、
肉
七
二
～
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
○
・
二
、
小
麦

　
○
・
八
五
、
亜
麻
四
・
八
、
羊
毛
八
、
皮
革
丁
九
二
。
（
《
ω
し
界
y
刈
9
q
ま
冨

　
ド
8
瞬
こ

⑬
藁
。
需
賀
8
容
ぎ
ζ
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∩
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δ
鉾
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㎝
。
。
込
↓
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も
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刈
。
。
．
綴
え
ぱ
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ー
プ
…
ド
は
オ
リ
ョ
…
ル

　
県
で
織
物
一
・
五
ア
ル
シ
ン
又
は
自
彊
フ
ソ
ト
と
、
ブ
リ
ャ
ソ
県
で
は
塩
三
・
七

　
五
フ
ソ
ト
と
交
換
さ
れ
た
。
（
×
＝
8
毒
窃
。
＝
ξ
鋒
翼
。
鼻
』
・
δ

⑮
　
こ
の
不
変
の
交
換
率
は
「
現
代
の
経
済
的
実
情
に
対
す
る
最
も
許
し
難
い
過
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⑱
八
月
一
五
日
ま
で
の
商
品
交
換
に
よ
る
．
調
達
は
計
画
を
大
き
く
下
嵌
っ
た
。
飼

　
料
用
穀
物
の
調
達
予
定
二
八
県
の
う
ち
．
一
一
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の
飢
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予
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二
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万
プ

　
ー
ド
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四
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七
万
プ
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シ
ベ
リ
ア
と
カ
フ
カ
ー
ス
で
は
同
じ
ぐ
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プ
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四
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二
一
年
四
月
七
日
置
の
布
告
に
よ
り
工
業
労
働
者
に
対
し
、
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饗
産
物
と
の
交

　
換
の
た
め
、
自
ら
が
生
産
し
た
生
産
物
の
一
部
を
労
働
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現
物
プ
レ
ミ
ア
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場
を
資
本
の
培
養
基

　
票
雷
器
蓉
器
論
8
0
誉
と
規
定
し
た
（
冨
竃
渓
や
ρ
b
o
ω
ご
。

⑫
　
《
目
冨
じ
。
皆
y
刈
器
【
8
9
コ
ド
㊤
b
⊃
H
り
．

⑳
　
《
切
ω
景
。
昌
y
一
Q
。
欝
蔓
。
爵
H
Φ
b
。
一
烈
ヴ
ャ
ト
カ
県
で
も
一
部
は
貨
幣
交
換
で

　
あ
っ
た
（
《
切
Φ
聖
。
露
y
卜
。
刈
器
二
お
N
H
弓
’
）
。

⑭
一
b
《
切
㊦
盗
。
露
y
嵩
．
8
＝
話
9
国
お
b
。
一
7

　
．
含
魯
【
δ
冨
y
ま
。
着
呂
冨
ド
O
障
ゴ

＠
　
O
q
o
慧
奏
。
↓
器
｝
凶
。
ゴ
剛
器
突
美
：
二
ρ
鷺
G
。
。

⑳
　
×
＝
（
昆
骨
唱
窪
塁
卸
望
。
鯉
ρ
b
。
ω
■

⑳
　
《
ω
し
界
y
お
蕾
ロ
一
〇
b
。
一
7

⑳
　
0
3
お
韓
・
客
。
蒔
P
。
ゴ
N
露
・
客
。
①
b
。
℃
o
↓
・
濫
ρ
二
一
年
の
夏
ニ
ケ
月
間
で

　
運
輸
裁
判
所
ゼ
豊
2
8
臣
ぴ
纂
弓
蜜
O
葦
は
、
ご
○
八
件
の
窃
盗
事
件
を
審
理
し
、

　
七
〇
九
名
を
有
罪
と
し
、
そ
の
う
ち
五
六
名
を
銃
殺
刑
と
し
た
（
二
・
笛
・
↓
o
嗣
喜
δ
8
騨

　
同
〈
岩
0
2
晒
二
（
き
〔
8
b
5
畏
α
o
享
曾
…
’
タ
鈍
ρ
H
お
．
）
。

⑳
。
竃
…
口
O
ρ
↓
』
b
。
■
ρ
お
。
。
』
ω
卜
。
・

⑪
〉
ヒ
．
9
g
自
畠
噛
戸
第
響
↓
崔
【
葺
望
否
ω
．
。
冒
↓
『
卸
。
．
ω
メ

＠
　
例
え
ば
黎
君
博
．
の
替
わ
り
に
ボ
タ
ン
買
博
。
切
寓
母
（
《
切
⑦
崔
。
越
y
b
。
掃
需
覇
国
9
鵠

　
お
b
。
ド
こ
。

⑬
　
こ
の
場
合
調
達
さ
れ
た
商
品
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
委
託
報
酬
が
支
払
わ
れ
た

　
（
《
切
。
豪
。
雷
y
H
Q
。
鎚
蔓
。
話
、
δ
b
。
H
廿
・
）
。

⑭
含
の
富
。
越
y
戸
差
。
5
竜
凶
お
b
。
b
。
7

⑯
　
《
切
①
聖
。
話
y
b
。
H
o
窪
譲
9
国
ド
㊤
卜
⊃
一
弓
’

⑯
六
九
年
の
ソ
連
農
業
史
学
会
で
B
・
n
・
ド
ゥ
ミ
ト
レ
ソ
コ
は
商
品
交
換
へ
の

　
復
帰
の
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
事
実
は
そ
う
で
は
な
い
。

　
（
訓
で
。
曾
窪
甑
自
。
弓
帥
霊
巳
＝
8
8
翌
＝
8
し
・
Φ
↓
貧
。
召
o
q
痒
Φ
o
毒
煙
ρ
一
。
。
e

⑰
国
8
ρ
弓
」
り
ρ
嵩
卜
。
●
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⑱
〉
．
簿
翼
。
塁
～
碁
咽
ま
3
・
。
＝
O
。
≧
塾
き
8
・
σ
。
時
＝
§
謹
畿
咽
ヌ
《
〒
肖
．
×
》
’
客
。
。
。
噛

　
這
ゆ
鯉
ρ
O
軽
．

⑲
亀
」
露
鮒
二
〇
寒
∩
弓
■
。
。
㎝
り
・

⑩
鋭
三
岩
悶
n
8
匿
℃
望
否
ω
．
∩
↓
自
ぴ
卸
∩
．
逡
■

⑪
　
レ
ー
ニ
ン
は
こ
の
情
況
に
対
し
七
月
の
『
最
高
困
民
経
済
会
議
幹
部
会
』
草
案

　
の
申
で
「
地
方
的
取
引
の
範
囲
に
限
馴
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。

　
（
浮
瞬
毒
三
ハ
嗣
ヨ
。
α
ε
甲
【
巽
噛
弓
■
×
×
層
p
ド
O
ε

＠
　
圏
×
o
げ
①
貫
8
需
↓
8
1
ρ
峯
蒔
噂

⑭
　
《
識
で
葺
き
y
嵩
ヨ
。
慧
δ
隠
．

⑭
　
×
一
ズ
。
喜
9
0
差
§
噛
顕
。
野
ρ
8
．
瓢
o
b
，
’
ρ
課
．

㊨
　
誉
も
①
同
《
↓
壽
ぴ
二
く
口
6
0
一
一
8
c
。
の
↓
o
剛
8
弓
。
巷
欝
嵩
雪
ぴ
。
↓
・
。
”
目
。
×
o
旨
浮
罎
①
塁
。
竃

　
圏
娼
o
o
霧
尉
層
β
ど
ヨ
‘
一
㊤
q
刈
’
ρ
逗
〒
鳶
．

⑳
　
圃
×
o
♂
①
賀
8
田
無
畠
”
ρ
b
。
刈
G
。
。

⑰
　
↓
婁
葵
ρ
8
傘
誤
・
既
に
一
　
一
年
七
月
に
隅
有
化
さ
れ
て
い
な
い
企
業
に
事
業

　
税
が
課
せ
ら
れ
た
（
O
望
・
お
ト
っ
ピ
堵
O
㎝
伊
O
↓
・
G
◎
綬
・
）
。

五
　
　
「
勤
労
小
ブ
ル
経
営
」
路
線

現物税について（梶川）

　
現
物
税
の
実
施
は
農
民
に
生
産
意
欲
を
高
め
さ
せ
る
点
で
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
。
二
一
年
の
秋
蒔
で
生
産
向
上
の
兆
候
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
九
・
ソ
大
会
で
オ
シ
ソ
ス
キ
ー
は
、
今
年
の
秋
蒔
の
総
面
積
は
昨
年
に
比
べ
、
消
費
県
で
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
生
産
県
で
二
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

二
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
で
、
富
饒
県
で
は
四
分
の
一
の
減
少
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
「
い
く
ら
か
の
漸
増
的
傾
向
が
あ
る
」
と
報
告
し
た
。

　
一
方
強
制
播
種
に
つ
い
て
は
①
自
由
市
場
の
拡
大
に
よ
り
、
国
家
が
種
子
を
確
保
す
る
た
め
の
種
子
割
当
徴
発
の
遂
行
が
困
難
と
な
り
、
②

強
制
播
種
の
実
施
の
際
に
生
産
単
位
と
考
え
ら
れ
て
い
た
共
同
体
は
、
現
物
税
徴
収
の
際
の
個
人
農
罠
単
位
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
元
々
強
翻
播
種
に
よ
っ
て
農
業
生
産
を
拡
大
さ
せ
る
保
証
は
何
も
な
か
っ
た
。
寧
ろ
農
民
は
強
制
播
種
に
困
惑
し
、
抵
抗
し
た
。
播
種
カ
ム

パ
ニ
ア
の
末
端
機
関
睦
村
委
員
会
を
共
同
体
か
ら
選
出
す
る
の
は
種
々
の
困
難
を
伴
っ
た
。
例
え
ば
村
委
員
会
は
貧
農
委
員
会
に
替
わ
る
も
の

と
見
倣
さ
れ
、
村
委
員
会
が
選
出
さ
れ
な
か
っ
た
例
、
農
民
が
選
出
を
拒
否
し
た
ト
ゥ
ヴ
ェ
リ
県
の
例
が
五
月
の
中
央
執
行
委
員
会
で
報
告
さ

　
　
　
③

れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
現
物
税
の
布
告
後
は
播
種
カ
ム
パ
ニ
ア
が
弱
ま
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
オ
シ
ソ
ス
キ
ー
は
「
現
物
税
と
自
由
交
換
は
農
業

復
興
に
関
す
る
活
動
の
内
的
刺
戟
口
。
身
軸
竃
。
浄
を
拡
大
し
強
化
す
る
で
あ
ろ
う
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
は
よ
り
強
力
な
刺
戟
と
な
っ
て
現
わ
れ

て
い
る
…
…
現
物
税
、
自
由
交
換
、
播
種
カ
ム
パ
ニ
ア
は
相
互
に
矛
盾
し
合
う
の
で
な
く
、
相
互
に
補
強
し
合
っ
て
い
る
」
こ
と
を
強
調
せ
ね
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④

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
強
制
播
種
の
生
産
単
位
と
し
て
共
同
体
を
設
定
し
た
限
り
、
二
一
年
三
月
の
中
央
執
行
委
員
会
で
め
土
地
利
用
に
つ
い
て
の
審
議
は
共
同
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
枠
内
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
共
同
体
内
の
頻
繁
な
土
地
分
割
を
制
限
し
た
二
〇
年
四
月
の
布
告
が
守
ら
れ
ず
、
又
共
同
体
内
の

土
地
が
、
法
的
に
共
同
体
農
民
の
た
め
に
確
保
さ
れ
た
も
の
と
見
敬
さ
れ
ず
集
団
農
場
を
創
る
際
に
切
取
ら
れ
て
い
る
、
と
の
指
摘
が
な
さ
れ

⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
。
同
幹
部
会
で
前
年
四
月
の
布
告
を
再
確
認
し
た
布
告
が
採
択
さ
れ
た
。

　
し
か
し
農
村
市
場
が
発
展
し
、
更
に
現
物
税
が
個
人
農
民
経
営
へ
の
経
済
的
刺
戟
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
伝
統
的
共
同
体
的
土
地

利
用
は
、
農
業
生
産
の
向
上
に
と
っ
て
障
碍
と
見
倣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
九
月
の
全
ロ
シ
ア
農
業
労
働
老
大
会
と
一
二
月
の
全
ロ
シ
ア
農
業
大
会
で
は
土
地
利
用
の
自
由
な
選
択
が
議
論
の
中
心
で
あ
っ
た
。
オ
シ
ソ

ス
キ
ー
は
「
共
岡
体
は
旧
習
。
日
壱
類
畢
の
遺
物
目
①
鷲
蓬
。
習
で
あ
り
、
農
奴
綱
の
残
存
が
浸
み
込
ん
で
い
る
。
ブ
ー
ト
ル
は
共
同
体
に
比
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
一
歩
前
進
で
あ
る
。
」
と
ま
で
述
べ
た
。

　
秋
以
降
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
の
論
争
を
受
継
ぎ
第
一
一
回
党
協
議
会
と
九
・
ソ
大
会
で
、
新
経
済
政
策
に
於
け
る
農
業
路
線
の
基
礎
が
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

立
さ
れ
た
。
そ
れ
は
土
地
の
国
有
化
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
「
勤
労
小
ブ
ル
経
営
路
線
」
で
あ
り
、
農
業
の
集
団
化
は
当
分
退
け
ら
れ
た
。
こ

れ
ま
で
事
実
上
採
ら
れ
て
き
た
共
同
体
的
土
地
利
用
の
擁
護
の
路
線
に
、
再
検
討
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
九
・
ソ
大
会
で
は
「
我
々
は
共
同
体
を
擁
護
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
…
…
現
在
の
共
同
体
は
無
条
件
に
農
業
の
発
展
を
妨
げ
る
要
素

で
あ
る
」
と
さ
れ
、
農
民
に
土
地
利
用
形
態
を
選
択
す
る
自
由
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
共
同
体
か
ら
離
れ
て
独
立
自
営
農
民
で
あ
る
フ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ト
ル
農
、
オ
ー
ト
ル
プ
農
に
な
る
権
利
が
保
証
さ
れ
た
。

　
更
に
小
農
民
経
営
の
発
展
に
と
っ
て
、
一
定
程
度
の
土
地
の
賃
借
と
労
働
力
雇
傭
を
認
め
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
既
に
二
一
年
中
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

か
ら
、
一
年
間
の
期
限
付
き
で
分
与
地
の
賃
借
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
第
一
一
回
党
協
議
会
と
九
・
ソ
大
会
で
は
六
年
以
内
の
期
限
で
「
農

民
自
身
が
自
ら
の
家
族
と
共
に
耕
作
出
来
る
だ
け
の
土
地
を
賃
借
す
る
こ
と
」
が
認
め
ら
れ
た
。
だ
が
自
分
の
持
つ
土
地
の
半
分
以
上
の
賃
借
、
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現物税について（梶川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

即
ち
分
与
地
を
一
・
五
倍
以
上
に
拡
大
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
。
労
働
力
雇
傭
に
つ
い
て
、
第
一
一
回
党
協
議
会
は
具
体
的
に
何
も
触
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

か
っ
た
が
、
九
・
ソ
大
会
で
は
既
に
播
種
と
収
穫
の
際
に
一
般
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
労
働
力
雇
傭
を
追
認
し
た
。

　
九
・
ソ
大
会
は
決
議
の
中
で
こ
れ
ら
土
地
問
題
の
法
制
化
を
中
央
執
行
委
員
会
に
委
ね
、
二
二
年
一
〇
月
『
土
地
法
典
』
と
し
て
結
実
す
る
。

　
八
・
ソ
大
会
で
採
択
さ
れ
た
強
制
播
種
と
は
、
オ
シ
ソ
ス
キ
ー
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
割
当
徴
発
の
際
に
、
住
民
は
播
種
面
積
を
拡
大
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

経
営
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
な
か
っ
た
か
ら
」
一
定
の
範
囲
で
強
制
に
訴
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
現
物
税
の
実
施
は
強
綱
播
種
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

無
用
と
し
た
。
一
＝
年
一
二
月
末
、
播
種
委
員
会
の
廃
止
が
公
表
さ
れ
た
。

　
「
勤
労
小
ブ
ル
経
営
」
路
線
の
熱
心
な
主
導
者
は
、
前
年
強
制
播
種
を
主
張
し
て
い
た
オ
シ
ソ
ス
キ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
針
転
換
の
具
体

的
論
拠
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
時
の
農
業
人
民
委
員
部
は
生
産
的
観
点
に
立
脚
し
て
お
り
、
農
民
へ
最
大
限
の
譲
歩
を
し
て
も
播
種
面
積
を
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

大
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
こ
と
で
説
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
階
級
的
観
点
か
ら
農
業
人
民
委
員
部
へ
の
批
判
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
は
第
一
一
園
党
協
議
会
で
、
土
地
賃
借
と

労
働
力
雇
傭
を
享
受
出
来
る
の
は
富
裕
農
民
だ
け
で
あ
り
、
市
場
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
北
カ
フ
カ
ー
ス
、
辺
境
地
、
北
部
で
大
規
模

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

な
ク
ラ
ー
ク
型
経
営
が
発
展
し
て
い
る
、
と
オ
シ
ン
ス
キ
ー
に
反
論
し
た
。
彼
は
二
二
年
三
月
の
第
一
一
圓
党
大
会
の
直
前
、
農
村
政
策
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

す
る
テ
ー
ゼ
を
執
筆
し
、
集
団
経
営
を
除
く
貧
農
経
営
の
凋
落
、
ク
ラ
ー
ク
層
の
復
活
に
伴
う
農
村
で
の
階
層
分
化
を
そ
の
中
で
指
摘
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
か
し
、
こ
の
テ
ー
ゼ
は
レ
ー
ニ
ン
に
よ
っ
て
も
「
最
大
の
過
鋼
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
も
の
」
と
し
て
激
し
く
非
難
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
当
時
の
ロ
シ
ア
の
生
座
総
体
の
ど
ん
底
と
い
う
清
況
の
下
で
は
、
寧
ろ
党
全
体
が
生
産
的
観
点
に
陥
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　
①
交
6
げ
。
銀
8
切
零
。
亜
ρ
ゆ
○
。
・
＝
一
月
初
め
の
全
ロ
シ
ア
農
業
大
会
で
オ
シ
ン
　
　
o
ゴ
8
旗
8
。
・
o
↓
o
ρ
。
．
に
○
。
．
）

　
　
ス
キ
ー
は
、
二
〇
の
消
費
県
と
生
産
県
で
平
均
二
・
五
バ
…
セ
ン
ト
の
増
加
が
あ
　

③
ロ
◎
鴬
マ
気
－
≦
罫
ρ
δ
ω
1
設
’
お
O
噛
他
に
ス
モ
レ
ン
ス
ク
県
で
の
選
挙
擾
否
の
例
、

　
　
つ
た
、
と
報
告
し
た
（
《
切
鶏
エ
。
言
y
幽
霊
否
9
凶
H
O
㌶
こ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ラ
ト
フ
県
で
は
農
斑
が
不
信
を
抱
い
て
選
挙
に
出
向
い
た
例
（
《
凝
0
8
岩
y
鵯

　
②
九
・
ソ
大
会
で
の
オ
シ
ソ
ス
キ
ー
の
発
言
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
る
。
（
叉
　
　
　
ン
暑
、
峯
罎
㌶
「
．
）
、
村
委
員
会
が
新
し
い
賦
役
労
働
9
℃
ξ
≡
溝
と
見
ら
れ
た
例
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（
《
切
①
髪
。
ぎ
y
卜
⊃
N
骨
露
9
自
一
露
H
門
．
）
等
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

④
《
野
皆
。
岩
y
尊
話
謡
H
8
H
7

⑤
　
O
望
．
お
N
ρ
客
。
ω
㎝
嚇
。
ゴ
嵩
O
．

⑥
o
ロ
ニ
≡
令
≦
拝
ρ
卜
O
。
。
．

⑦
↓
髪
》
器
噛
。
．
×
［
－
×
圃
ド

⑧
《
田
①
誉
。
雷
y
心
罎
。
自
日
8
H
7

⑨
×
＝
（
o
尋
2
ω
差
話
”
賭
。
ω
噛
ρ
↓
・

⑩
ぎ
鴬
｝
宍
ρ
ρ
①
9

⑪
豪
n
♂
①
畏
8
じ
・
寓
。
ジ
ρ
ド
自
－
O
ド
共
同
体
的
土
地
利
用
の
安
定
の
た
め
、

　
地
の
再
分
割
は
三
輪
作
（
九
年
）
以
内
で
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

⑫
δ
ら
〉
’
碧
諏
美
。
ロ
噂
舅
鎚
。
o
鵡
．
「
ρ
認
ω
G

⑬
×
＝
〈
o
唇
ゆ
℃
。
畏
量
客
。
。
。
卿
訟
」
×
。
需
銘
8
需
8
切
”
。
藁
O
避

土

⑭
ゴ
竃
蓉
．

⑮
農
業
者
大
会
で
の
演
説
。
（
含
婁
δ
雷
y
α
ン
暮
雪
δ
・
。
b
。
弓
。
）

⑯
《
切
Φ
建
。
歪
y
ω
O
鞄
塁
α
冨
お
b
。
H
，
法
的
に
は
こ
二
年
一
月
三
〇
日
の
布
告

　
に
よ
る
（
O
望
・
　
目
㊤
b
o
b
Ω
嘲
　
り
唄
O
　
H
ω
噛
　
O
月
■
　
戸
c
Q
O
■
）
。

⑰
オ
シ
ソ
ス
キ
ー
は
、
雇
傭
労
働
を
採
用
す
る
よ
う
な
勤
労
経
営
は
生
産
的
で
あ

　
る
が
故
に
共
和
国
に
と
っ
て
有
益
で
さ
え
あ
る
と
し
て
、
奨
励
し
た
。
（
《
切
①
碧
。
－

　
譲
y
切
蓋
℃
話
竈
卜
。
国
こ

⑱
×
一
ぎ
毒
①
や
窪
奮
卸
気
。
ω
、
ρ
卜
⊃
け

⑲
じ
σ
■
丼
幕
誤
判
9
‘
量
。
叢
一
ぬ
噛
ω
占
ゆ
再
転
↓
．
×
×
≦
噛
著
雪
9
開
お
碧
勢
ρ
濠
？

　
癖
ト
っ
．

⑳
』
。
工
臣
突
愚
a
8
霞
只
噛
8
間
く
’
ρ
ω
り
鴛
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ま

と

め

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
農
業
政
策
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
現
物
税
は
波
及
効
果
と
し
て
商
品
一
貨
幣
関
係
を
産
み
出
し
、
生
産
単
位
と
し

て
共
同
体
的
土
地
利
用
形
態
か
ら
小
農
民
型
経
営
へ
の
政
策
転
換
を
惹
起
せ
し
め
た
。

　
次
い
で
現
物
税
自
体
が
均
衡
財
政
の
観
点
か
ら
再
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
現
物
税
か
ら
貨
幣
税
へ
の
移
行
は
、
財
源
確
保
の
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
二
二
／
二
三
年
度
は
ま
だ
準
備
不
足
で
あ
っ
た
。
そ

の
第
一
の
理
由
は
、
オ
シ
ソ
ス
キ
ー
が
報
告
し
た
よ
う
に
「
国
家
に
は
し
か
る
べ
き
機
関
が
な
く
、
次
い
で
不
安
定
な
ル
ー
ブ
リ
相
場
の
た
め
」

　
　
　
②

で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
現
物
税
の
持
つ
農
産
物
調
達
と
い
う
機
能
に
あ
っ
た
。
し
か
し
市
場
経
済
の
復
活
は
農
産
物
調
達
の
方
法
を
変
更
さ
せ

る
こ
と
に
な
る
。
第
一
一
回
党
大
会
で
、
国
家
に
よ
る
需
要
の
確
保
は
一
部
は
現
物
税
で
「
よ
り
多
く
は
市
場
を
通
じ
て
、
即
ち
貨
幣
を
通
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
行
な
わ
れ
る
」
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
。
ニ
学
年
に
穀
物
市
場
で
の
調
達
の
た
め
、
株
式
会
社
節
置
国
○
踏
Φ
窟
。
①
o
Q
日
Φ
o
話
。
「
フ
レ
ボ
プ
ロ



ド
ゥ
ク
ト
図
器
α
○
越
。
墨
書
」
が
食
糧
人
面
委
員
部
、
国
民
経
済
会
議
、
外
国
貿
易
人
民
委
員
部
、
燃
料
中
央
管
理
部
り
旨
舘
国
○
㊦
網
暑
至
仁
鵠
目
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

目
○
弓
。
碧
壽
同
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
。
同
様
に
皮
革
調
達
の
た
め
「
コ
ジ
ス
ゥ
イ
リ
エ
　
開
○
呂
8
び
ぢ
器
」
亜
麻
調
達
の
た
め
「
ザ
．
コ
ト
レ
ン

ω
弩
。
鵠
。
頃
」
が
設
け
ら
れ
た
。
従
っ
て
割
当
微
発
と
現
物
税
の
調
達
で
重
要
な
任
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
食
糧
人
民
委
員
部
の
地
位
は
低
下
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

国
内
商
業
人
民
委
員
部
に
吸
収
併
合
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
貨
幣
税
へ
の
移
行
は
二
二
年
末
か
ら
準
備
が
開
始
さ
れ
、
一
〇
・
ソ
大
会
で
「
現
物
税
か
ら
貨
幣
税
へ
の
部
分
的
移
行
」
が
決
議
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

二
三
年
五
月
と
八
月
の
単
一
農
業
税
の
布
告
に
よ
り
、
税
の
一
部
又
は
全
部
を
貨
幣
で
支
払
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
農
産
物
調
達

と
し
て
の
現
物
税
は
、
財
政
政
策
の
観
点
か
ら
再
検
討
が
加
え
ら
れ
、
二
四
年
の
畑
作
か
ら
専
ら
貨
幣
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
、
二
四
／
二
五
年

度
に
は
農
業
貨
幣
税
へ
の
移
行
が
完
成
す
る
。
農
産
物
調
，
達
と
し
て
の
税
は
廃
止
さ
れ
、
農
業
税
は
所
得
税
の
性
格
を
帯
び
た
。
勿
論
貨
幣
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
実
施
に
よ
っ
て
農
民
の
不
満
が
緩
和
さ
れ
た
の
で
な
く
、
依
然
農
民
の
不
満
の
第
一
は
、
租
税
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

現物税について（梶川）

　
ソ
ヴ
ェ
ト
体
制
と
は
政
府
乃
至
共
産
党
の
政
策
又
は
布
告
の
体
系
で
な
く
、
農
民
或
い
は
労
働
者
と
権
力
と
の
拮
抗
関
係
の
中
で
徐
々
に
形

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
二
〇
年
代
は
労
農
体
認
と
い
う
枠
組
の
中
で
そ
の
よ
う
な
緊
張
関
係
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。

　
ネ
ッ
プ
も
こ
の
所
産
に
外
な
ら
な
い
。
二
一
年
初
め
の
現
物
税
構
想
は
商
品
関
係
の
止
揚
を
屋
指
し
て
い
た
。
し
か
し
現
実
は
ま
ず
地
方
で

農
村
市
場
を
合
法
化
さ
せ
拡
大
さ
せ
、
商
品
一
貨
幣
関
係
を
復
活
さ
せ
た
。
従
っ
て
一
＝
年
秋
以
降
、
市
場
経
済
を
基
礎
に
し
た
政
策
体
系
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
時
間
的
、
地
域
的
較
差
を
伴
な
い
な
が
ら
法
体
系
と
し
て
の
ネ
ッ
プ
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
①
農
業
か
ら
の
国
家
歳
入
は
予
算
の
約
四
分
の
一
で
あ
っ
た
。
（
員
器
欝
崔
鷺
瓢
罫
　
　
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
誤
り
。
（
図
．
鵠
．
O
碧
さ
ω
0
9
巴
置
営
一
ロ
§
。
0
8
馨
蔓
■

　
　
o
ビ
㊦
昌
℃
穴
嵩
（
q
ご
。
月
窪
。
壱
ロ
コ
｛
港
∩
隅
自
轟
。
謡
o
J
三
‘
お
α
Q
。
噂
。
．
彪
ω
刈
1
ω
Q
。
■
）
　
　
　
　
　
　
　
〈
o
据
押
℃
o
ロ
σ
q
鐸
貯
b
ご
o
o
H
（
ρ
ド
㊤
刈
9
や
Q
。
H
Q
。
）
定
款
は
二
二
年
五
月
五
日
労
働
国

　
②
　
《
切
。
富
。
冨
y
㎝
7
頃
租
岩
お
b
。
b
。
「
．
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
会
議
で
承
認
さ
れ
、
農
産
物
の
騒
内
外
で
の
調
達
と
国
内
自
由
市
場
で
の
換
金

　
③
導
壱
Φ
重
器
z
ズ
コ
∩
ρ
三
↓
．
押
ρ
。
．
隠
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
権
限
が
与
え
ら
れ
た
。
（
誉
ま
ロ
P
「
o
昌
碧
只
三
雲
M
一
髪
×
謬
密
盤
↓
o
鷲
。
切
富
・

　
④
E
・
H
・
カ
ー
は
、
㎝
九
二
四
年
に
国
内
商
業
人
民
委
員
部
に
よ
っ
て
設
置
さ
　
　
《
雰
×
・
y
聚
。
伊
H
紹
b
。
り
ρ
①
c
。
占
Φ
・
）
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⑤
設
置
者
は
某
皮
革
工
揚
主
、
外
国
貿
易
人
民
委
員
部
、
最
高
国
民
経
済
会
議
、

　
組
合
中
央
連
合
。
定
款
に
よ
り
、
一
特
に
藤
ホ
癒
さ
れ
た
も
の
を
除
く
皮
革
原
料
の
輪
…

　
出
及
び
国
営
企
業
と
自
由
市
場
へ
の
販
売
と
そ
の
た
め
の
無
制
限
な
調
達
が
認
め

　
ら
れ
た
。
（
《
田
ω
建
O
岩
y
㊤
曾
呂
塁
国
ド
リ
b
。
b
。
門
¶
）

⑥
　
二
二
年
五
月
労
働
国
防
会
議
下
に
設
置
さ
れ
た
国
内
商
業
委
員
会
が
二
四
年
五

　
月
に
改
編
さ
れ
設
置
。

　
寸
　
　
己

　
　
　
暫
ロ

　
イ
　
　
最
近
奥
田
央
氏
の
労
作
『
ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
政
策
史
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）

⑦
誉
も
①
§
＝
毘
同
臼
∩
ρ
一
↓
』
”
ρ
。
。
①
ω
占
膳
’

⑧
O
簿
H
㊤
b
。
ω
噛
犠
。
劇
b
。
、
自
■
呂
ド
累
。
¢
メ
。
↓
．
O
①
ρ
二
三
年
の
古
語
ム
パ
ユ
ア

　
で
は
約
四
分
の
一
が
現
物
で
λ
つ
た
（
算
O
弓
駐
屋
宇
［
鼻
《
ω
・
O
・
》
お
悼
ρ
じ
。
蜜
・

　
二
噛
ρ
H
ε
。

⑨
畿
内
謙
『
ソ
ビ
エ
ト
政
治
史
』
勤
草
書
房
、
一
九
六
二
年
、
二
三
頁
、
『
ス
タ

　
ー
リ
ン
政
治
体
制
の
成
立
』
第
二
部
、
岩
波
轡
店
、
…
九
七
二
年
、
四
一
〇
頁
。

が
公
刊
さ
れ
た
が
、
脱
稿
後
で
あ
っ
た
た
め
に
そ
の
成
果
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
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trled　to　offer　a　rough　sketch　of　his　own　view　in　“一The　Basic　Line　of

the　Oda　Government”　in　The　Joumal　of　JaPanese　History　No．　100，　and

in　this　article　he　examplifies　it　by　considering　the　matter　of　Kurairi－

Ryo．　After　considering　Kurairi－Ruo　under　the　Oda　government，　he

asserts　that玉t　had　its　origin圭n　that　of　the　Muromachi室町period，

inherited　by　the　Toyotomi　government．

　　The　greater　part　of　Kurairi－Ryo　consisted　of　the　land．　After　the

middle　of　the　Kamafeura鎌倉period，　both　Bufee（warriors）and　Kuge

（court　nobles）　couldn’t　keep　the　balance　of　each　income　and．outgo

only　by　a　source　of　income　from　the　land，　and　came　tQ　look　for　a

new　source　of　lnco．me　correspoRding　to　the　development　of　monetary

economy．　The　Muromachi　shogunate　inherited　and　expanded　such　a

pattern　of　finaBce，　which　wasn’t　changed　by　the　Oda　government．

And，　through　the　Toyotomi　government，　under　the　Baleu－Han　Taisei

幕藩体制（the　shogunate－feudal　clans　system）the　existence　of　the　Edo

江戸shogunate，　the　last　feudal　government，　depended　entirely　upo11

financial．　policY　of　land　and　money．

　　Consequently，　although　Kblrairi－Ryo　malnly　con6isted　of　the　scattered

land，　the　Oda　governmeBt，　which　overcame　the　mariorial　system’　and

adopted　the　Shuin－sei朱印制，　was　closer　to　modem　ages．

　　　　　　　　　O　HarpyHa．ifore

Ol151T　・TeQl）YII・1　O　YCTaHOB”eHIIII　Hena

　　　　　　C照珊mEa兀瓢aBa

　　，1［eofitrsiikr　e’se3u　PKII（6）　B　“fapTe　1921　poua　llpnHH”　pe30mollmo　3aMeHsi

llpoapa3BepcTKI・1　HcftTyHanoro］1．　Elo　oTo　oTmOgs　He　03Harlaao　co60ti　yoTaHo－

BleHne　Horra．　［1］aK　K．ftK　Torga　1・IAea　HaTyHcftaOra　cOcToimo　B　ToM，　gTo6bl

roul　rgapcTBo　3aroToBnHao　c　noMomslo　Hanora　“｛eHbtue，　ge）r　liyTelf　npoupa－

3Bel）aTKI・1，　1・1　BKAIOilaJO　B　“TOB．ftPOO6MeH”　Oen50KOXO3ffilqTBeHH51e　llPOJPYI｛Tbl

ooTaBml・lecE　rrOeAe　BsmoaHeH｝lff　HaaOra　？13xillllKrr，　llTO　uoa｝1｛Ho　6bmo　6bl

BecTylcs　K　6e3aeHe｝1｛Ho“ly　06MeHy　B　6yllylue“f．　KpoMe　Tovo，　llo　Mepe　yBen11一

囎耳正m“ToBapoo611eHa”HaTyHanov　uoma¢eH　6珊coK｝］・■1uaTscfl．　OqHaKo　B

πe茸GT8HTe護もHocTH　MeG密H王・王簸Bo涯HLI益pHHoE，　KoTopl｝1益6L班pa3pe皿至eH　KpeaTL－

fiHoTBy　ouHoBpel　reHIIo　c　BBel　elllleM　Hallora，　Bce　paclllllpff」cff．　B　pe3yabTaTe

gePO　PI3JI｝IlllKII　CTPIXP1iMO　B”nitvaC6　lle　B　“　TOBaPOO6MeH　”，　a　B　BO”5H51il　1）blHOK．
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［1］aKmi　o6p歌30M，　oceH王・Io　21－ro　roUa，　KoPga　Heygaua　II耳eH　HaTyHa五〇ra．　BeGHも王

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りyユEe　o瓦a3a護acも　o琶e】311！1耳011，　pa湿KH　H◎Ha　ycTaHQBIM正1σb　Ha　ocHoBe　Tα3apHo幡

4eHe｝KHbIx　oTHo班eHH首Hp王・mogHoro　xo3H員GTBa．　Ha　ocHoBe｝13ygeHHff　paga

・P．・？・・…eGT蜘・K・聞20一・…π・9・廟耳a　c・・耳y・・瑚…a…P∬・型幅・T・・

II3110NCI・ITb　Hpoエτecc　yCTaHO王3neHl・lff　Homa．

El　abastecimiento　de　alimentos　en　M6xico－Tenochtitlan

　　　　　　　　：un　analisis　de　Matricula　de　Tributos

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Por

　　　　　　　　　　　　　　　　Munehiro　Kobayashi

　　Los　sistemas　de　cambio　econ6mico　de　los　bienes　de　smbsistencia　se

han　ignorado　en　el　modelo　de　los　ec610gos　culturales，　los　cuales　han

considerado　el　desarrollo　urbano　en　Mespam6rica　como　una　conseque－

ncia　de　las　potencias　eco16gicas　o　de　los　progresos　anteriores　de　prod－

uctividad　agricola．　Para　poner　la　incorrecci6n．en　clara　a　la　luz　de　las

pruebas　etnohist6ricas，　se　trata　el　caso　de　metr6poli　clel　imperio　azteca，

M6xico－Tenochtitlan．

　　Se　dice　que　en　el　imperio　azteca　hubiera　tres　sistemas　de　cainbio

econ6rnico．　Estos　son，　el　sistema　de　tributo，　de　cambio　en　mercados

regionales　y　de　comerclo　exterior　por　los　Pochtecas，　6ste　no　hubiera

vinculado　a　los　bienes　de　subsistencia．　Por　dos　sistemas　primeros，　los

alimentos　que　hubieran　desempefiado　un　papel　indispensable　de　sostener

la　gran　cantidad　de　poblaci6n　no　campesina　hubieron　11evado　al　metr－

6poli．

　　SegGn　el　anilisis　de　Matrfcula’de　Tributos．　que　es　un　documento

primario　acerca　de　alg6n　sectOr　del　sistema　tributarlo，　la　cantidad

de　！os　cereales　（maiz，　frijoi　y　otros）　11evados　desde　las　regiones　simb－

ioticas　que　colocan　en　un　radio　de　150　KM　pudiera　alimentar　desde　120

mi！　hasta　150　mil　persoRas．　Por　otra　parte，　tenemos　menos　evidencia

de　la　contribuci6n　de　alimentos　11evados　por　el　sistema　de　mercados

regionales　dentro　de　valle　de　M6xico．　’Tampoco，　tenemos　la　estimaci6n

decidida　de　la　pobiaci6n　del　metr6po1i．　Por　eso　no　podemos　aclarar　la

eontribuci6n　relativa　entre　los　sistemas　en　cuanto　a　la　economia　de

subsistencia　del　metr6poli．　Sin　embargo，　tenemos　que　cosiderar　el　papel

importante　de　sistema　de　mercados　regionales　no　menos　que　de　tributo．
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